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　検出した溝は、合計６９条であった。ここで報告する溝

状遺構は、自然流路は含まれていないが、自然流路的な

傾向が強いものでも、人為的な管理下に置かれた可能性

のあるものについては取り扱うこととした。各区、面ご

とに報告したい。

　溝は、窪んでいるため必然的に水が滞留するものであ

るが、水路として水流機能を主目的にするものと、それ

以外の機能（防御・区画など）を目的にするものがある。

宮久保遺跡では、水路として機能した可能性のあるもの

がほとんどである。

　各区の検出状況は、１区１１条、２区４７条、３区１１条と

２区からの検出が最も多い。溝が水利と深く関わるとい

う遺構の性質上、生産域と考えられる２区から多く検出

されるのは当然といって良いだろう。

　１区は、表土下がすべての時代の確認面ということも

あって、１面の調査である。出土遺物、浅間山および榛

名山の噴火に起因する降下火山灰（テフラ）の堆積状況に

より判断し、古墳時代から近世にかけての溝状遺構が検

出された。溝の覆土中にＡｓ－Ｂ軽石を含むものが８条（２・

３・４・１０ ～１ ３・１５号溝）、Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含むも

の２条、不明１条であった。１区の溝状遺構の特徴とし

ては、居住域もしくは何らかの空間を区画する方形状に

画した遺構（４・７号溝）の存在である。また、検出され

た遺構のほとんどは、人為的色彩が濃いというのも特色

と言える。また、５号溝は、2区4面３３号溝・3区4面

６５号溝・笠懸１号溝と接続し、遺跡地を北東方向から南

西方向に直線上に貫く規模の大きな遺構と考えられ、組

織的開発の一端がうかがえる（第154・155図）。

　２区では、１面４条、２面１4条（面の確定ができなかっ

た２１号溝は、覆土の検証から２面相当とした）、３面９条、

４面２０条の検出があった。２区検出の溝は、水流を主目

的に掘削・利用されたと考えられるものが多い。１面９

号溝・６８号溝（石組暗渠排水）は、昭和６２年の土地改良前

まで利用されていたもので、６８号溝は、参考資料として

その一部分を報告するものである。２面検出の溝は、不

明のものを除いてすべてがＡｓ－Ｂ軽石を覆土中に含むもの

であった。３面検出の溝は、埋没土が不明（４８ ～ ５１号溝）

のものを除いて、Ａｓ－Ｂ軽石の灰層を伴う軽石または軽石

（純層）のみが確認され、古代末期の廃絶が考えられるも

のであった。４面からは、覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を

含むものがほとんどである。２７・６９・７０号溝は埋没土が

不明で、５５・５８・６２号溝からはＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石は確認

されなかった。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を覆土中に含む３３号溝

からは、古墳時代５世紀前半代の土師器類が出土してい

ることから、Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む遺構の年代がある

程度絞り込めると考えられる。

　３区では、１～３面で５条、４面６条が検出された。

４０・４７号溝は１面、３８・３９・６３号溝は３面の検出で、

３８・６３号溝は灰層を伴うＡｓ－Ｂ軽石が確認されている。４

面検出の５２・６４号溝は覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石が含ま

れるが、５４・６０・６５号溝は確認できなかった。５３号溝は

不明であった。

１区１～５面

２号溝（第156・157図、ＰＬ.57）

位置　１区ＤＥ２面、北Ｘ＝４２０１６、Ｙ＝－４７３３４ ～南Ｘ

＝４２００８、Ｙ＝－４７３２９。

重複　５号住居、１号竪穴状遺構と重複。本遺構が１号

竪穴状遺構より古く、５号住居より新しい。

平面形状　北方向から南方向へ直線状に走行。

長軸方位　Ｎ－１４°－Ｗ。

規模　検出全長１９ｍ、幅０．３３ ～ ０．４５ｍ、深さ０．０７ ～ ０．

１８ｍ。底面の比高差はほとんどない。

埋没土層　灰黄褐色土・にぶい褐色土主体。３層が観察

され、Ａｓ－Ｂ軽石と思われる軽石を含む。断面形は丸みを

帯びた逆台形状。

遺物　図示する遺物はないが、土師器・須恵器片が０．

２６５㎏出土した。

所見　４号溝とほぼ並行するが、北側延長線上で交わる

可能性がある。埋没土から、本遺構の時期は中・近世と

推定される。

４号溝（笠懸Ｂ区溝）（第156・157図、ＰＬ.57・58）

位置　１区ＤＥ２面、北東Ｘ＝４２０４２、Ｙ＝－４７３１４ ～

北西Ｘ＝４２０３７、Ｙ＝－４７３３５ ～南西Ｘ＝４１９８５、Ｙ＝－

４７３２７ ～南東Ｘ＝４１９８７、Ｙ＝－４７２８８へコの字状に展開。

重複　５・１８・２１・２３・２８・２９号住居、１号竪穴状遺構、

１１８・１３３・１３９号土坑と重複。１号竪穴状遺構より古く、

その他すべてのものより本遺構が新しい。
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平面形状　東方向から西方向へ、北方向から南方向へ、

西方向から東方向への方形区画をなす。南西部コーナー

は、ほぼ直角に曲折するが、南辺部は南に緩やかな弧を

描きながら東進する。西辺部は直線的に北進し、区画中

央付近で東にわずかに折れて、大きく湾曲しながら東へ

と進む形状で、逆コの字状。笠懸Ｂ区溝と同一遺構で、

笠懸Ｂ区溝は北辺部につながる（第156図参照）。東辺部

については、削平された可能性があるが不明。

長軸方位　南西部コーナー付近：主軸Ｎ－１５°－Ｗ、Ｎ

－７５°－Ｅ。

規模　検出全長１２０（含笠懸分１３7）ｍ、幅０．８５ ～１ ．６２ｍ、

深さ０．０７ ～ ０．４ｍ。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。土層記録地点ごと

に若干の様相の違いがあるが、概ね上層にＡｓ－Ｂ軽石、下

層に砂・細砂層、上層から下層までに礫を比較的多く含

む。断面形は逆台形状。

遺物　土師器・須恵器合わせて１．２㎏のほか、鉄製品１、

蛇紋岩製の管玉２が出土した。

所見　溝底面の標高は、最も高い地点が北西コーナー付

近で１０９．７９ｍ、最も低い地点は南辺部中央付近で１０９．１２

ｍ、比高差は０．６７ｍを計る。各地点の標高を考えると、

水流を伴う水路とは考えられず、低層に砂質土が見られ

ることから、水の滞留が考えられる性質の溝ということ

ができる。４号溝の区画内には、住居・土坑・掘立柱建物・

柵・溝などが存在するが、重複および位置関係などから、

掘立柱建物・柵などの建物群と深い関連性が認められ、

これらの建物群を画する溝とすることができる。他に４

号溝との関連を直接的に想定できる遺構はないが、本溝

に並行する２号溝は、その関連性を拒まれるものではな

い。埋没土から、本遺構の時期は中・近世と推定される。

第157図　１区ＤＥ2面２・４号溝2

２号溝

４号溝
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１ 灰黄褐色土(１０ＹＲ５／２)　砂、軽石を含む。
２ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／３)　シルト質。細砂を僅かに含む。
３ 黒色土(１０ＹＲ２／１)　焼土、砂を含む。

Ｂ－Ｂ′　１ 暗褐色土　しまりなし。
２ 黒褐色土　しまりあり。軽石粒を５％含む。
３ 褐色土　　ややしまりあり。やや粘質土。

Ｄ－Ｄ′　１ 礫層　　　シルト質の砂を多量に含む。
２ 黒褐色土　しまりあり。砂を少量含む。

Ｇ－Ｇ′　１ 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　やや砂質土。くすんだローム土を含
む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　やや砂質土。白色軽石を僅かに、礫
を含む。

３ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　細砂、礫を含む。
４ 褐灰色土(１０ＹＲ６／１)　細砂層。

Ｉ－Ｉ′　１ 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
２ 褐灰色土(１０ＹＲ４／１)　Ａｓ－Ｂ軽石、細砂を含む。　
３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　砂質土。
４ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　細砂層と３層の混土。
５ 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　くすんだローム土、礫を含む。

Ｊ－Ｊ′　１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　Ａｓ－Ｂ軽石、礫を含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ａｓ－Ｂ軽石、軽石粒を含む。
３ 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)くすんだローム土、細砂を含む。
４ 細砂層　　　　　　 ロームブロックを含む。
５ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　くすんだローム。　

Ｌ－Ｌ′　１ 茶褐色土　ややしまりあり。粘質土。ロームブロックを
含む。

２ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。軽石粒、ロームブロッ
クを含む。
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３号溝（第158図、ＰＬ.58）

位置　１区Ｆ２面、北Ｘ＝４２０７６、Ｙ＝－４７３０６ ～南Ｘ＝

４２０８２、Ｙ＝－４７３０６。

重複　河道（流路）と重複。本遺構が新しい。

平面形状　北東方向から南西方向へ、直線的にくの字状

におれて南東方向へ。

長軸方位　Ｎ－4７°－Ｅ、Ｎ－30°－W。

規模　検出全長９．１ｍ、幅１．１～１  ．６ｍ、深さ０．５４ ～

０．７４ｍ。底面の比高差は０．１２ｍ、北が低い。

埋没土層　黒褐色土・褐色土主体。６層が観察された。

断面形はＵ字状を呈し、Ａｓ－Ｂ軽石と思われる軽石を多量

に含む。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の勾配は、南から河道（流路）に向かって下

るもので、地形的な自然勾配に逆行する形で掘削されて

いる。河道に排水する機能を持たせたものと考えられる。

※河道（流路）については、調査記録がなく、詳細な報告

ができない。幅１１ｍ以上と推定される。

第158図　１区Ｆ2面３号溝

3号溝
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１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　上部に１㎜の軽石を多量に含む。
２ 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　しまりなし。小礫含む。
３ 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　小礫多く含む。
４ 褐色土(１０ＹＲ４／６)　　小礫含む。
５ 砂礫層
６ オリーブ褐色土(２．５Ｙ４／３)砂礫含む。
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５号溝（３３・６５号溝、笠懸１号溝）（第159～161図、ＰＬ.58・59）

位置　整理作業の過程で、笠懸調査分を含め４つの溝を

一連の遺構と推定した。１区ＣＤ４面、北東Ｘ＝４２０４２、

Ｙ＝－４７３１４ ～南西Ｘ＝４１９８７、Ｙ＝－４７２８８。２区Ｅ～Ｇ

４面、北東Ｘ＝４２０２５、Ｙ＝－４７２２９～ 南西Ｘ＝４１９４９、

Ｙ＝－４７２４５。３区Ｇ４面　北東Ｘ＝４２０５９、Ｙ＝－４７１９４

～南西Ｘ＝４２０４５、Ｙ＝－４７２０５。笠懸Ａ区・Ｃ区・東武

線側道区。

重複　１区１０号溝、４２号土坑、笠懸３号井戸と重複。本

遺構が古い。２区４５・４６号溝と重複。４６号溝は関連遺構

で、屈曲部でのバイパス的な機能を持つ。本遺構は４５号

溝より新しい。

平面形状　３区Ｇ（６５号溝）より２区Ｇ、Ｆ（３３号溝）・笠

懸Ａ区（１号溝）を経て、１区Ｃ（５号溝）・笠懸Ｃ区・笠

懸東武線側道区に至るほぼ直線的に南西方向に流下す

る。２区３３号溝は、２区Ｆで笠懸１号溝と分岐し、３３号

溝本流は２区を南流する。笠懸Ｃ区、３区および２区で

は、自然流路的な様相を持つが、１区Ｃより下流では、

概ね丸底状の底面を持ち、人為的に掘削・管理されてい

た可能性が高い。

長軸方位　Ｎ－３７°－Ｅ。

規模　検出全長２６０ｍ以上、幅２．０ ～ ３．０ｍ（笠懸最下流

部４．２ｍ）、深さ１区０．１４ ～ ０．５８ｍ。２区０．２６ ～ ０．８0ｍ。

３区０．６７～０．７６ｍ。底面標高は、３区Ｇ６５号溝１０９．１１ｍ、

２区Ｆ３３号溝１０８．６１ｍ、１区Ｃ５号溝１０８．２１ｍ、南西が

低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。下流域は粘性が強

い傾向を示し、上流域では砂層が確認できた。全般に礫

の混入が認められ、Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石が含まれる。地層

断面図の観察から、Ａｓ－Ｂ軽石降下時には、本遺構はほぼ

埋没していたものと考えられる。断面形は丸底状または

逆台形状。

遺物　図示した遺物のほか、およそ３．５５㎏の土師器が出

土した。遺物出土状況は、５号溝中央から南西側に集中

し、３層の堆積が終わる前後（溝底面より＋０．１～  ０．４ｍ）

に遺棄または流れ込む状況で出土した。

　出土遺物は、いずれも土師器である。１・２は坩。１

は内外面、２は外面にハケ目を残す。３・４は小型壺、

３は外面頸部にハケ目、胴部ヘラナデ。４は外面ヘラ削

り、内面ヘラナデ。５～９は高杯で、５は脚部が直立し

てから大きく開き､ 杯身部外面にハケ目を残す。６・９

は脚部がハの字状に大きく開き、６は杯身部口縁部内外

面ともヘラ磨き、脚部内面に輪積痕を残す。７は杯身部

口縁内外面にハケ目を残す。１０は退化したＳ字状口縁を

持つ甕で、外面頸部から胴部にかけてハケ目を残す。大

型の甕または壺の底部と思われる１４は底部・胴部ともに

外面ヘラ削り、内面ヘラナデが施される。壺１３は大型で、

頸部に突帯を貼り付け後刺突文を巡らせる。１１も頸部に

突帯を巡らせ、指頭痕を残す。壺１２は、頸部外面ヘラナ

デ、胴部外面はハケ目後ヘラ削りが施される。

所見　５・３３・６５号溝は、八王子丘陵西辺部沿いに流下

する小河川から分岐した支流で、南西方向へ直線上に流

下する。３区東側では、川幅２０ｍ以上の自然流路が確認さ

れ、３区Ｇ北東部７０ｍ付近でこの自然流路から本遺構（６５

号溝）は分岐し、南西方向にほぼ直線的に流下する。小河

川からの分岐直後は、自然流路的な色彩が強いが２区で

３３号溝と分岐した下流域では人為的な様相を持つ。３３号溝

本流は、そのまま自然流路的な特徴を持って南流し、浅

い広がりを持った形状となる。関連遺構である４６号溝は、

人為的に掘削された可能性が高く、用水管理のための溝

状遺構と考えられる。この分岐後は、先述の通り、南西

方向へ遺跡地を一貫し、集落構成を考える上で、極めて

重要な遺構と言える。出土遺物は、５世紀の前半の様相

を示し、埋没土層の観察からは、Ａｓ－Ｂ軽石降下時にはほ

ぼ埋没が終了していると判断できる。また、出土遺物の

様相からは、９・１３号住居との関連性を考える必要がある。

出土遺物や埋没土層から、古墳時代５世紀の前半代の所

産とすることができる。

第159図　１区ＣＤ4面５号溝１

5号溝

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白
色軽石(Ｈｒ－ＦＡ軽石か)を多量に含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白
色粒(Ａｓ－Ｃ軽石か)を含む。

３ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。
４ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。Ａｓ－
Ｃ軽石、ローム粒を含む。

５ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。Ａｓ－
Ｃ軽石を多量に含む。

６ 暗褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロックを多量に含む。

７ 黄褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロックを多量に含む。

８ 黄褐色土　ややしまりあり。粘質土。
ロームブロックと暗褐色土の混土。
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第161図　１区ＣＤ4面５号溝出土遺物
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７号溝（第162図、ＰＬ.59）

位置　１区Ｄ４面、北西Ｘ＝４２８９１、Ｙ＝－４７２３７ ～東Ｘ

＝４１９８９、Ｙ＝－４７３４０ ～南Ｘ＝４１９７６、Ｙ＝－４７３３８。

重複　３号掘立柱建物、９６・１４８号土坑、４０１・４４５号ピッ

トと重複。３号掘立柱建物より古く、９６号土坑より新し

い。

平面形状　西方向から東方向の角へ、角から南方向へ直

角・直線に曲がる。

長軸方位　南北Ｎ－８°－Ｗ、東西Ｎ－９７°－Ｅ。

規模　検出全長２４．６ｍ、幅０．１５ ～ ０．３ｍ、深さ０．０５ ～ ０．

０７ｍ。底面の標高は、南東部が最も低く北西部が高い。

比高差は０．３３ｍ。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。３層が観察され、

Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は逆台形状もしくは丸

底状を呈す。

遺物　図示し得る遺物はなく、覆土中から０．０７㎏の土師

器・須恵器片が出土した。

所見　直角に折れる形状から、空間を区画するための遺

構とすることができるが、区画内には削平が進んでいる

ためか、該当する遺構の検出はなかった。３号掘立柱建

物の時期をＡｓ－Ｂ軽石降下後とすると、平安時代以前の所

産で、９６号土坑埋没以降とすることができる。

第162図　１区Ｄ4面７号溝

7号溝
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１ 黒褐色土　しまりあり。白色軽石を５％含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。白色軽石を２％含む。
３ 褐色土　　しまりあり。やや粘質土。
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１２号溝（第163図、ＰＬ.61）

位置　１区ＣＤ２面、西Ｘ＝４１９８４、Ｙ＝－４７２８７ ～東Ｘ

＝４１９８５、Ｙ＝－４７２８７。

重複　６９号土坑と重複。本遺構が古い。

平面形状　西方向から東方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８６°－Ｅ。

規模　検出全長１６．８ｍ、幅０．３ ～ ０．７２ｍ、深さ０．０８ ～ ０．

１８ｍ。底面の比高差は０．１ｍ、東が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。２層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石

を含む。断面形は逆台形状。遺構確認面から底面まで浅

く詳細不明。

遺物　土師器片が１片出土した。

所見　埋没土から、本遺構の時期は中・近世と推定され

る。

第163図　１区ＣＤ2面１２号溝

12号溝
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１ 暗褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、ローム粒を少量含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロックを多量に含む。
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１０号溝（第164・165図、ＰＬ.60・61）

位置　１区ＣＤ２面、西Ｘ＝４１９６１、Ｙ＝－４７３２９～ 東Ｘ

＝４１９６１、Ｙ＝－４７２８３。

重複　２４ ～ ２６号住居、５・１３号溝と重複。本遺構が２４

～ ２６号住居、５号溝より新しい。１３号溝とは新旧不明。

平面形状　西方向から東方向へほぼ直線状であるが、中

央より東側で南にわずかに折れる。

長軸方位　Ｎ－８９°－Ｗ。

規模　検出全長４６．２ｍ、幅０．５７ ～１ ．７４ｍ、深さ０．１５ ～ ０．

５１ｍ。底面の比高差は０．５２ｍで、東が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。4～6層が観察さ

れた。レンズ状に堆積し、Ａｓ－Ｂ軽石・礫を含む。断面形

は逆台形状を呈し、安定した掘り込み。

遺物　覆土から土師器甕１、覆土中から０．３４㎏の土師器・

須恵器片が出土した。

所見　埋没土から、本遺構の時期は中・近世と推定され

る。

１１号溝（第166・167図、ＰＬ.60・61）

位置　１区ＣＤ２面、西Ｘ＝４１９６９、Ｙ＝－４７３２６ ～東Ｘ

＝４１９６７、Ｙ＝－４７３０６ ～南東Ｘ＝４１９６７、Ｙ＝－４７３０５ ～

東Ｘ＝４１９６７、Ｙ＝－４７２８４。

重複　２８号住居、１５号溝と重複。本遺構が新しい。１５号

溝は本溝と並行し関連する遺構とすることができる。

平面形状　西方向から東方向、北方向から南方向、西方

向から東方向へクランク状に屈曲。

長軸方位　西Ｎ－８０°－Ｅ、東Ｎ－８９°－Ｅ。

規模　検出全長４５．２ｍ、幅０．３７ ～ ０．７５ｍ、深さ０．１４ ～ ０．

３ｍ。底面の比高差は東西で０．０３ｍとほぼ同レベル。

埋没土層　暗褐色土・褐色土主体。３層が観察された。

Ａｓ－Ｂ軽石を含み、断面形は丸底状または逆台形状。

遺物　溝の底面から土師器甕１が、覆土中から０．２４㎏の

土師器・須恵器片が出土した。

所見　１５号溝との並行部分は掘り直しと考えられる。埋

没土から、本遺構の時期は中・近世と推定される。

第164図　１区ＣＤ2面１０号溝１と出土遺物
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Ｂ－Ｂ′　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を２％・Ｈｒ－ＦＰ軽石１％、褐色粒を僅かに含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石３％、炭化物を僅かに含む。
３ 黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を１％含む。
４ 黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を僅かに含む。

Ｄ－Ｄ′　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石、ローム粒を少量含む。
２ 茶褐色土　壁崩落土。
３ 暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ローム粒を多量に含む。
４ 黄褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ローム土を多量に含む。
５ 褐色土　　ロームブロック主体。
６ 暗褐色土　しまりあり。ローム粒を含む。
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１ 褐色土　　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。壁の崩落土。
３ 暗褐色土　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、ローム粒を含む。
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１３号溝（第168図、ＰＬ.60・61）

位置　１区ＣＤ２面、西Ｘ＝４１９６６、Ｙ＝－４７３２６ ～東Ｘ

＝４１９６４、Ｙ＝－４７２９８。

重複　２５号住居、１０号溝と重複。本遺構が２５号住居より

新しい。１０号溝とは新旧不明。

平面形状　西南西方向から東南東方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８８°－Ｗ。

規模　検出全長２９．４ｍ、幅０．２９～  ０．７ｍ、深さ０．０６ ～

０．２４ｍ。底面の比高差は東西で０．０４ｍとほぼ同レベル。

埋没土層　黒褐色土主体。２層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石

を含む。断面形は逆台形状。遺構確認面から底面まで浅

く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　埋没土から、本遺構の時期は中・近世と推定され

る。

第168図　１区ＣＤ2面１３号溝

13号溝
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１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘
質土。Ａｓ－Ｂ軽石２％・Ｈｒ－ＦＰ軽石を
１％、褐色粒を僅かに含む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　しまりあり。粘
質土。Ａｓ－Ｂ軽石を僅かに含む。
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１４号溝（第169図、ＰＬ.60・61）

位置　１区ＣＤ２面、西Ｘ＝４１９６５、Ｙ＝－４７２９７ ～東Ｘ

＝４１９６４、Ｙ＝－４７３０６。

重複　なし。

平面形状　西方向から東方向へ直線状。１３号溝とほぼ並

行する。底面までの掘り込みが浅く、詳細は不明。

長軸方位　Ｎ－８８°－Ｅ。

規模　検出全長９．４ｍ、幅０．４３ ～ ０．７３ｍ、深さ０．０７ ～

０．１１ｍ。

埋没土層　暗褐色土１層が観察された。

遺物　溝底面から＋４㎝で須恵器高台付椀１が出土した。

所見　判断材料がなく、時期等詳細は不明。

第169図　１区ＣＤ2面１４号溝と出土遺物

14号溝
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１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロック・ロー
ム粒を多量に含む。

1
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１５号溝（第170図、ＰＬ.60・61）

位置　１区ＣＤ２面、西Ｘ＝４１９６７、Ｙ＝－４７３０５ ～東Ｘ

＝４１９６８、Ｙ＝－４７２８５。

重複　１１号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　西方向から東方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８７°－Ｅ。

規模　検出全長２０．１ｍ、幅０．４３ ～ ０．７0ｍ、深さ０．２５ ～

０．２９ｍ。底面の比高差は、東西で０．０６ｍと東がわずかに

高い。

埋没土層　暗褐色土主体。３層が観察された。断面形は

薬研状または逆台形状。

遺物　図示し得る遺物はなく、覆土中から０．１３㎏の土師

器・須恵器片が出土した。

所見　１１号溝の本遺構との並行部分は、掘り直したもの

と考えられる。こうしたことから、本遺構の時期は中・

近世と推定される。

第170図　１区ＣＤ2面１５号溝

15号溝
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１ 暗褐色土　しまりあり。白色粒、ローム粒を含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。ロームブロックを含む。
３ 黄褐色土　黒色土含む。壁の崩落土。
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２区１面

１号溝（第172・173図、ＰＬ.62）

位置　２区Ｂ～Ｆ１面、北Ｘ＝４１９８３、Ｙ＝－４７２３９～ 南

Ｘ＝４１８７２、Ｙ＝－４７２３９。

重複　９号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　北方向から南方向へ直線状に近いが、北側で

わずかに湾曲する部分がある。笠懸１号溝周辺の溝と接

続する可能性がある。本遺構の２区Ｄ～Ｂにかけて東側

に沿って畦畔状の高まりが認められた。

長軸方位　Ｎ－８°－Ｗ。

規模　検出全長１１４ｍ、幅０．０７ ～１ ．４５ｍ、深さ０．０１～

０．３ｍ。底面の比高差は０．９６ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。断面図毎に３～４

層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。断面形は皿状もしく

は丸底状を呈す。遺構確認面から底面まで浅く詳細不明。

遺物　０．２㎏の土師器片の他、須恵器片２片・在地系土

器の焙烙片が出土した。掲載遺物はない。

所見　１面検出。覆土中にＡｓ－Ｂ軽石を含むことから、中・

近世と推定されるが、近世関連の出土遺物はない。遺構

の東側に沿う畦畔状の高まりの東一帯の平坦地は水田面

と考えられるため、用水路としての性格が想定される。

第172図　２区Ｂ～Ｆ１面１号溝１

1号溝
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Ｃ－Ｃ′　１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。粘質土。軽石粒を５％含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。

Ｅ－Ｅ′　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　Ａｓ－Ｂ軽石、細砂粒を僅かに含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。

Ｇ－Ｇ′　１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石、ロームブロックを少
量含む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　シルト質。Ａｓ－Ｂ軽石を少量含む。
３ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ７／４)粘質土。ローム粒を多量に含む。

Ｉ－Ｉ′　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　Ａｓ－Ｂ軽石、細砂粒を僅かに含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。
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1

６号溝（第174図、ＰＬ.63）

位置　２区Ｂ１面、東Ｘ＝４１８９２、Ｙ＝－４７２５５ ～西Ｘ＝

４１８９０、Ｙ＝－４７２５５。

重複　なし。

平面形状　東方向から西方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８０°－Ｅ。

規模　検出全長7.00ｍ、幅０．１５ ～ ０．３0ｍ、深さ０．０５ ～

０．０７ｍ。底面の比高差は０．０２ｍ、西が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。１層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石

を含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳

細不明。

遺物　土師器２片が出土した。

所見　１面検出。覆土中にＡｓ－Ｃ軽石を含む。中・近世と

推定される。

９号溝（第175図、ＰＬ.63）

位置　２区ＡＢ１面、東Ｘ＝４１８７４、Ｙ＝－４７２３７ ～西Ｘ

＝４１８７４、Ｙ＝－４７２４２ ～南Ｘ＝４１８５５、Ｙ＝－４７２４０。

重複　１号溝と重複。本遺構が新しい。

平面形状　東方向から西方向、北方向から南方向へ鉤手

状（ほぼ直角）に曲がる。

長軸方位　東西Ｎ－７７°－Ｅ、南北Ｎ－３°－Ｗ。

規模　検出全長２２．９ｍ、幅０．３0～  ０．８７ｍ、深さ０．６0～

０．３２ｍ。底面の比高差は０．１９ｍ、南が低い。

埋没土層　不明。断面形状は逆台形状を呈す。

遺物　磁器片が出土している。

所見　昭和６２年度土地改良工事前の農道および地割りに

沿った遺構と考えられ、近年の暗渠排水路にも並行して

いるため、土地改良前まで使用されていた用水路と考え

られる。

第174図　２区Ｂ１面６号溝

6号溝
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１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　粘質土。白色軽
石(Ａｓ－Ｃ軽石か)１％、ロームブロッ
クを僅かに含む。
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６８号溝（石組暗渠排水）（第176図、ＰＬ.63）

位置　２区Ｉ１面、北東Ｘ＝４２０８７、Ｙ＝－４７２７２ ～南西

Ｘ＝４２０６９、Ｙ＝－４７２８４。

重複　なし。

平面形状　北東方向から南西方向へ直線状。石組暗渠。

長軸方位　Ｎ－３４°－Ｅ。

規模　検出全長２１ｍ、幅０．３４ ～ ０．７0ｍ、深さ０．０３ ～

０．１７ｍ。底面の比高差は０．２７ｍ、南西が低い。

埋没土層　不明。

遺物　なし。

所見　底面に２列の石列を配置し、大ぶりの蓋石を小礫

で支える暗渠排水施設。礫はいずれも河床礫。昭和６２年

の土地改良工事以前の農道に沿って築かれている。昭和

６２年度の土地改良時にも暗渠排水施設が設けられている

が、それ以前のものとして、一例として取り上げた。

第176図　２区Ｉ1面６８号溝

拡大1 拡大2

拡大1

拡大2

68号溝

石組 石組
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２区２面

８号溝（第177図、ＰＬ.63）

位置　２区ＡＢ２面、北Ｘ＝４１８９１、Ｙ＝－４７２４０ ～南Ｘ

＝４１８５６、Ｙ＝－４７２３７。

重複　１号耕作痕群、１面９号溝と重複。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－４°－Ｗ。

規模　検出全長３６．３ｍ、幅０．２５ ～ ０．７ｍ、深さ０．０５ ～

０．１７ｍ。底面の比高差は０．３２ｍ、南が低い。

埋没土層　礫を含むが詳細は不明。断面形は、逆台形状

を呈す。

遺物　０．０４㎏の土師器片と磁器片が出土した。

所見　２面検出と言うことから、本遺構の時期は中・近

世と推定される。

第177図　２区ＡＢ２面８号溝

8号溝
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１６号溝（第178図、ＰＬ.63）

位置　２区Ｂ２面、北Ｘ＝４１８９８、Ｙ＝－４７２４７ ～南Ｘ＝

４１８８７、Ｙ＝－４７２４３。

重複　２１号溝、１号耕作痕群と重複。本遺構が新しい。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－１６°－Ｗ。

規模　検出全長１２．１ｍ、幅０．２２ ～ ０．６0ｍ、深さ０．０３ ～

０．０９ｍ。底面の比高差は０．１７ｍ、南が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。１層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石

を含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳

細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　２面検出ということから、本遺構の時期は中・近

世と推定される。

第178図　２区Ｂ２面１６号溝

16号溝

第３章　確認された遺構と遺物
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１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　砂質土。Ａｓ－Ｂ軽石混
土。Ｈｒ－ＦＡ又はＡｓ－Ｃ軽石を少量含む。
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１７号溝（第179図、ＰＬ.64）

位置　２区Ａ２面、北東Ｘ＝４１８６５、Ｙ＝－４７２２８ ～南西

Ｘ＝４１８５６、Ｙ＝－４７２３２。

重複　１号耕作痕群と重複。

平面形状　北東方向から南西方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－２８°－Ｅ。

規模　検出全長１０．３ｍ、幅０．１６ ～ ０．３３ｍ、深さ０．０２ ～

０．１１ｍ。底面の比高差は０．０５ｍ、南が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。１層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石

を含む。断面形は逆台形状。遺構確認面から底面まで浅

く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第179図　２区Ａ２面１７号溝

17号溝

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　砂質土。Ａｓ－Ｂ
軽石混土。Ｈｒ－ＦＡ又はＡｓ－Ｃ軽石を少
量含む。
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２３号溝（第180図、ＰＬ.4-8）

位置　２区ＧＨ２面、北西Ｘ＝４２０３８、Ｙ＝－４７２５８ ～南

東Ｘ＝４２０１０、Ｙ＝－４７２５０。

重複　なし。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－１４°－Ｗ。

規模　検出全長２９.00ｍ、幅０．１６ ～ ０．４0ｍ、深さ０．０１

～ ０．０６ｍ。底面の比高差は０．０５ｍ、南東が低い。

埋没土層　褐色土主体。１層が観察された。Ａｓ－Ｂ混土。

断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

６６号溝（第180図、ＰＬ.4-8）

位置　２区Ｈ２面、北東Ｘ＝４２０２５、Ｙ＝－４７２４８ ～南西

Ｘ＝４２０２２、Ｙ＝－４７２５０。

重複　なし。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－３０°－Ｅ。

規模　検出全長２．８0ｍ、幅０．４0～  ０．５２ｍ、深さ０．０２ ～

０．０３ｍ。底面の比高差は０．０２ｍ、南が低い。

埋没土層　不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　掘り込みも浅く、詳細は不明。

第180図　２区ＧＨ２面２３号溝、Ｈ２面６６号溝

23・66号溝

２３号溝

６６号溝

第３章　確認された遺構と遺物
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１ 褐色土(１０ＹＲ４／６)　砂質
土。Ａｓ－Ｂ軽石を混土。
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２４号溝（第181図、ＰＬ.64）

位置　２区ＦＧ２面、北東Ｘ＝４２０１７、Ｙ＝－４７２３４ ～南

西Ｘ＝４１００４、Ｙ＝－４７２４２。

重複　７号畑と重複。

平面形状　北東方向から南西方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－３１°－Ｅ。

規模　検出全長１６.00ｍ、幅０．３0～  ０．４２ｍ、深さ０．０２

～ ０．０５ｍ。底面の比高差は０．１７ｍ、南西が低い。

埋没土層　褐色土主体。１層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石を

含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳細

不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第181図　２区ＦＧ２面２４号溝

24号溝

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物
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１ 褐色土(１０ＹＲ４／６)　砂質土。
Ａｓ－Ｂ軽石を混土。
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２５号溝（第182図、ＰＬ.64）

位置　２区Ｆ２面、北西Ｘ＝４２００６、Ｙ＝－４７２５９～ 南東

Ｘ＝４１９９９、Ｙ＝－４７２５６。

重複　５号畑と重複。本遺構が古い。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－１６°－Ｅ。

規模　検出全長７．５0ｍ、幅０．２３ ～ ０．４６ｍ、深さ０．０２ ～

０．０５ｍ。底面の比高差は０．０６ｍ、南が低い。

埋没土層　褐色土主体。１層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石を

含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳細

不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

６７号溝（第182図、ＰＬ.4-8）

位置　２区Ｆ２面、北Ｘ＝４２００６、Ｙ＝－４７２６３ ～南Ｘ＝

４１９９８、Ｙ＝－４７２６２。

重複　２２号溝、５号畑と重複。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－６°－Ｗ。

規模　検出全長８．３0ｍ、幅０．２６ ～ ０．５0ｍ、深さ０．０２ ～

０．０４ｍ。底面の比高差は０．０３ｍ、北が低い。

埋没土層　不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　２５号溝とほぼ並行する。詳細は不明。

第182図　２区Ｆ２面２５・６７号溝

25・67号溝

第３章　確認された遺構と遺物
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１ 褐色土(１０ＹＲ４／６)　
砂質土。Ａｓ－Ｂ軽石
を混土。
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３６号溝（第183図、ＰＬ.64）

位置　２区ＥＦ２面、北Ｘ＝４１９７８、Ｙ＝－４７２３４ ～南Ｘ

＝４１９６１、Ｙ＝－４７２３２。

重複　1・2号畑と重複。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－６°－Ｗ。

規模　検出全長１６．９0ｍ、幅０．５0～  ０．７0ｍ、深さ０．０１

～ ０．０７ｍ。底面の比高差は０．０７ｍ、南が低い。

埋没土層　褐色土主体。１層が観察された。Ａｓ－Ｂ軽石を

含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳細

不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第183図　２区ＥＦ２面３６号溝

36号溝

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物

193

１ 褐色土(１０ＹＲ４／４)　しまりあ
り。Ａｓ－Ｂ軽石を１５％含む。
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４１号溝（第184図、ＰＬ.64・65）

位置　２区Ｉ２面、北Ｘ＝４２０６０、Ｙ＝－４７２６０ ～南Ｘ＝

４２０２９、Ｙ＝－４７２６１。

重複　４２号溝・６号畑と重複。

平面形状　北方向から南方向へやや蛇行し、その後は直

線的に南下。

長軸方位　Ｎ－２°－Ｅ。

規模　検出全長３１．１0ｍ、幅０．１２ ～ ０．４0ｍ、深さ０．０１

～ ０．１１ｍ。底面の比高差は０．０９ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。３層が観察された。

Ａｓ－Ｂ軽石を含む。断面形は逆台形状。遺構確認面から底

面まで浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第184図　２区Ｉ２面４１号溝

41号溝

第３章　確認された遺構と遺物
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１ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／４)　Ａｓ－Ｂ軽
石層。暗褐色土を含む。

２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。
Ａｓ－Ｂ軽石を７％含む。

３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。
Ａｓ－Ｂ軽石を３％含む。
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４２号溝（第185図、ＰＬ.64・65）

位置　２区Ｉ２面、北西Ｘ＝４２０７０、Ｙ＝－４７２６１～ 南Ｘ

＝４２０６０、Ｙ＝－４７２５６ ～南西Ｘ＝４２０５７、Ｙ＝－４７２６２ ～

南Ｘ＝４２０５２、Ｙ＝－４７２６１。

重複　４１号溝と重複。

平面形状　北方向から南方向へクランク状に蛇行。

長軸方位　南北Ｎ－１９°－Ｗ、東西Ｎ－７１°－Ｅ、南北Ｎ

－１４°－Ｗ。

規模　検出全長２４．１ｍ、幅０．１３ ～ ０．４７ｍ、深さ０．０３ ～

０．１１ｍ。底面の比高差は０．１１ｍ、南方向が低い。

埋没土層　暗褐色土・にぶい黄褐色土主体。２層が観察

された。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。断面形は丸底状。遺構確認面

から底面まで浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第185図　２区Ｉ２面４２号溝

42号溝

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物

195

１ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　しまり
あり。Ａｓ－Ｂ軽石を３０％含む。

２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。
白色軽石を３％含む。
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４３号溝（第186図、ＰＬ.65）

位置　２区Ｉ２面、西Ｘ＝４２０７５、Ｙ＝－４７２５４ ～東Ｘ＝

４２０７６、Ｙ＝－４７２４９。

重複　なし。

平面形状　西方向から東方向へ直線状。撹乱により全容

不明。

長軸方位　Ｎ－８４°－Ｅ。

規模　検出全長５．５0ｍ、幅０．４５ ～ ０．９0ｍ、深さ０．０１～

０．０５ｍ。底面の比高差はない。

埋没土層　褐色土・にぶい黄褐色土主体。２層が観察さ

れた。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。断面形は皿状。遺構確認面から

底面まで浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第186図　２区Ｉ２面４３号溝

43号溝

第３章　確認された遺構と遺物
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１ 褐色土(１０ＹＲ４／６)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽
石を７％含む。

２ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ４／３)　もろい。
Ａｓ－Ｂ軽石主体。
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４４号溝（第187図、ＰＬ.65）

位置　２区Ｉ２面、北Ｘ＝４２０９９、Ｙ＝－４７２６０ ～南Ｘ＝

４２０９０、Ｙ＝－４７２６０。

重複　５号耕作痕群と重複。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－３°－Ｗ。

規模　検出全長９．８0ｍ、幅０．３0～  ０．５６ｍ、深さ０．０４ ～

０．０７ｍ。底面の比高差はほとんどない。

埋没土層　暗褐色土・褐色土主体。２層が観察された。

Ａｓ－Ｂ軽石を含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面ま

で浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第187図　２区Ｉ２面４４号溝

44号溝
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１ 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　しまりあり。軽石粒
を３％含む。

２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　ややしまりあり。
Ａｓ－Ｂ軽石を１％含む。シルト質。　
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２区第２・３面

２１号溝（第188図、ＰＬ.65）

位置　２区Ｂ２面、北東Ｘ＝４１８９７、Ｙ＝－４７２４１～ 南西

Ｘ＝４１８９１、Ｙ＝－４７２５５。

重複　１６号溝、１１６・１１７号土坑、１号耕作痕群と重複。

１６号溝、１１６・１１７号土坑より本遺構が古い。

平面形状　北東方向から南西方向へほぼ直線上に走行す

る。

長軸方位　Ｎ－６９°－Ｅ。

規模　検出全長１５．７ｍ、幅１．３ｍ、深さ０．０６ ～ ０．２６ｍ。

底面の比高差は０．０８ｍ、南西が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。２層が観察された。

Ａｓ－Ｂ軽石を含む。断面形は逆台形状。遺構確認面から底

面まで浅い。

遺物　鉄製品の破片１が底面から＋１７㎝で出土。覆土中

から土師器片１片が出土した。

所見　本遺構の時期は中・近世と推定される。

第188図　２区Ｂ２・３面２１号溝と出土遺物

21号溝
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１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　砂質土。Ａｓ－Ｂ軽石混土層。
Ｈｒ－ＦＡ軽石・Ａｓ－Ｃ軽石を少量含む。シルト質。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ２／３)　Ａｓ－Ｂ軽石混土。Ｈｒ－ＦＡ軽
石・Ａｓ－Ｃ軽石、ロームブロックを含む。

1
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２区３面

１８・１９号溝（第189図、ＰＬ.66）

位置　２区Ａ３面、西Ｘ＝４１８６５、Ｙ＝－４７２２０ ～東Ｘ＝

４１８６８、Ｙ＝－４７２０９。

重複　１８・１９号溝と互いに切り合い関係にある。１号耕

作痕群とも重複。両溝ともに１号耕作痕群より古い。

平面形状　西方向から東方向へ直線状に走行し、１８号溝

は１９号溝より１．８ｍほど西に長い。

長軸方位　Ｎ－７９°－Ｅ。

規模　検出全長１８号溝１１．３0ｍ・１９号溝１３．４ｍ、幅０．２９

～ ０．５７ｍ、深さ０．０２ ～ ０．０９ｍ。１８号溝の底面の比高差

は０．１ｍ、東が低いが、１９号溝は０．１１ｍ西が低い。

埋没土層　灰層を伴うＡｓ－Ｂ軽石が堆積する。断面形は皿

状。遺構確認面から底面まで浅いが、Ａｓ－Ｂ軽石降下時に

並存していたと考えられ、関連遺構とすることができる。

遺物　出土遺物はない。

所見　１８・１９号溝の新旧関係は明確でないが、掘り直し

などの掘削後にＡｓ－Ｂ軽石が降下し、両溝が廃絶されたと

考えられる。遺構の性格等推し量れないが、古代末期の

所産と考えられる。

第189図　２区Ａ３面１８・１９号溝

18・19号溝
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１ にぶい赤褐色土(２．５ＹＲ４／３)　Ａｓ－Ｂ軽石層。さらさら。
２ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／３)　 Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
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２０号溝（第190図、ＰＬ.66）

位置　２区ＡＢ３面、北Ｘ＝４１８９８、Ｙ＝－４７２１８ ～南Ｘ

＝４１８６９、Ｙ＝－４７２１９。

重複　１号耕作痕群と重複。本遺構が古い。

平面形状　北方向から南方向へほぼ直線状に南下。

長軸方位　Ｎ－１°－Ｅ。

規模　検出全長２８．８ｍ、幅０．２３ ～ ０．６３ｍ、深さ０．０１～

０．０４ｍ。底面の比高差は０．３６ｍ、南が低い。

埋没土層　灰層を伴うＡｓ－Ｂ軽石が堆積する。１層が観察

された。断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳

細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　遺構の性格等推し量れないが、古代末期の所産と

考えられる。

第190図　２区ＡＢ３面２０号溝

20号溝
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１ にぶい黄褐色土(１０ＹＲ５／３) 
Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
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２２号溝（第191図、ＰＬ.4-8）

位置　２区ＦＧ３面、北Ｘ＝４２０１７、Ｙ＝－４７２２６ ～南Ｘ

＝４２００５、Ｙ＝－４７２６８ ～南東Ｘ＝４１９９９、Ｙ＝－４７２５９。

重複　６７号溝、５号畑と重複。本遺構が古い。

平面形状　北北東方向から南南西方向へ、北北西方向か

ら南南東方向へ直線状。くの字状を呈す。

長軸方位　Ｎ－１４°－Ｅ、Ｎ－５２°－Ｗ。

規模　検出全長２３.00ｍ、幅０．６７ ～１ ．２５ｍ、深さ０．０３

～ ０．１ｍ。底面の比高差は０．１４ｍ、南が低い。

埋没土層　浅黄褐色土（Ａｓ－Ｂ軽石）を最下層で確認した。

断面形は皿状で浅い。Ａｓ－Ｂ軽石降下後に埋没したものと

考えられる。

遺物　出土遺物はない。

所見　極めて浅い掘り込みであるが、底面にＡｓ－Ｂ軽石が

確認され、Ａｓ－Ｂ軽石降下時までは溝として機能していた

と言える。遺構の性格等推し量れないが、古代末期の所

産と考えられる。また、５号畑や６７号溝の覆土がＡｓ－Ｂ軽

石混土層であることから、これらの遺構が掘削されたと

きには本遺構は埋没しており、セクション図の切り合い

関係は、２２号溝→Ａｓ－Ｂ軽石降下→６７号溝→５号畑という

時間軸の流れを示している。さらに、６７号溝・５号畑は

Ａｓ－Ｂ軽石混土層を覆土としており、これらの遺構の時期

を考える手立てとなる。

第191図　２区ＦＧ３面２２号溝

22号溝
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１ 浅黄橙色土(７．５ＹＲ８／４)　砂質土。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。
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３７号溝（第192図、ＰＬ.67）

位置　２区Ｅ３面、北西Ｘ＝４１９８１、Ｙ＝－４７２４１南東Ｘ

＝４１９７３、Ｙ＝－４７２２７。

重複　なし。

平面形状　西北西方向から東南東方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－６０°－Ｗ。

規模　検出全長１６．６ｍ、幅０．２２ ～ ０．５７ｍ、深さ０．０１～

０．０６ｍ。底面の比高差は０．０７ｍ、南東が低い。

埋没土層　灰層を伴うＡｓ－Ｂ軽石が堆積する。１層が観察

された。断面形は皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳

細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　遺構の性格等推し量れないが、Ａｓ－Ｂ軽石の堆積状

況から、古代末期の所産と考えられる。

第192図　２区Ｅ３面３７号溝

37号溝
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１ Ａｓ－Ｂ軽石層　上位に灰層。
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４８号溝（第193図、ＰＬ.67）

位置　２区Ｉ３面、西Ｘ＝４２０５８、Ｙ＝－４７２４８ ～東Ｘ＝

４２０５９、Ｙ＝－４７２４２。

重複　なし。

平面形状　東方向から西方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８２°－Ｅ。

規模　検出全長６．４0ｍ、幅０．３４ ～ ０．６２ｍ、深さ０．０１～

０．０６ｍ。底面の比高差は０．０３ｍ、東が低い。

埋没土層　不明。浅い皿状の底面。

遺物　出土遺物はない。

所見　古代の遺構と推定される。

４９号溝（第194図、ＰＬ.67）

位置　２区Ｉ３面、北東Ｘ＝４２０７３、Ｙ＝－４７２３２ ～Ｘ＝

４２０６７、Ｙ＝－４７２３５。

重複　なし。

平面形状　北北東方向から南南西方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－１９°－Ｅ。

規模　検出全長７．３0ｍ、幅０．１２ ～ ０．４４ｍ、深さ０．０２ ～

０．０５ｍ。底面の比高差は０．０７ｍ、北東が低い。

埋没土層　不明。浅い皿状の底面。

遺物　出土遺物はない。

所見　古代の遺構と推定される。

第193図　２区Ｉ３面４８号溝 第194図　２区Ｉ３面４９号溝

48号溝 49号溝
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０ ２m１: 50
断面

０ ２ｍ１:80
平面

５０号溝（第195図、ＰＬ.67）

位置　２区Ｉ３面、西Ｘ＝４２０７０、Ｙ＝－４７２４９～ 東Ｘ＝

４２０７０、Ｙ＝－４７２３９。

重複　なし。

平面形状　西方向から東方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８５°－Ｅ。

規模　検出全長９．６0ｍ、幅０．３0～  ０．５９ｍ、深さ０．０２ ～

０．０５ｍ。底面の比高差は０．０９ｍ、東が低い。

埋没土層　不明。浅い皿状の底面。

遺物　出土遺物はない。

所見　古代の遺構と推定される。

５１号溝（第196図、ＰＬ.67）

位置　２区Ｉ３面、西Ｘ＝４２０７７、Ｙ＝－４７２３９～ 東Ｘ＝

４２０７８、Ｙ＝－４７２３４。

重複　なし。

平面形状　東方向から西方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８０°－Ｅ。

規模　検出全長５．３0ｍ、幅０．５５ ～ ０．７0ｍ、深さ０．０３ ～

０．０５ｍ。底面の比高差はほとんどない。

埋没土層　不明。浅い皿状の底面。

遺物　出土遺物はない。

所見　古代の遺構と推定される。

第195図　２区Ｉ３面５０号溝 第196図　２区Ｉ３面５１号溝

51号溝50号溝
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０ ２m１: 50
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12
3
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L=108.00mＩ Ｉ′

L=108.00mＪ Ｊ′

L=108.00mＫ Ｋ′

L=108.00mＢ Ｂ′

２区４面

２６号溝（第197 ～ 199図、ＰＬ.68）

位置　２区Ａ～Ｅ４面、北Ｘ＝４１９５８、Ｙ＝－４７２５８ ～東

Ｘ＝４１９０５、Ｙ＝－４７２５０ ～南Ｘ＝４１９０４、Ｙ＝－４７２４２ ～

南Ｘ＝４１８５５、Ｙ＝－４７２３５。

重複　２７・２８・３０号溝、１８０号土坑、４０６号ピットと重複。

本遺構が１８０号土坑より古く、２７・２８・３０号溝・４０６号ピッ

トより新しい。

平面形状　北方向から南方向へわずかに湾曲しながら南

下し、２区Ｂで東に屈曲し、再び湾曲しながら南下する。

長軸方位　北Ｎ－１６°－Ｗ、東西Ｎ－８５°－Ｗ、南Ｎ－

１７°－Ｗ。

規模　検出全長１１４.00ｍ、幅０．２２ ～ ２．８ｍ、深さ０．０６

～ ０．２６ｍ。底面の標高は北１０９．５９ｍ、南１０７．５０ｍで比

高差１．１９ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。３層が観察された。

Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状または丸底状を

呈す。遺構確認面からの掘り込みは浅く、詳細不明。

遺物　覆土中から２．８５㎏の土師器片が出土した。須恵器

杯１は、覆土中からの出土である。

所見　覆土中にＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。Ａｓ－Ｂ軽石降下

以前に埋没したものと考えられる。

２７号溝（第197 ～ 199図、ＰＬ.69）

位置　２区ＡＢ４面、北Ｘ＝４１８９５、Ｙ＝－４７２３９～ 南Ｘ

＝４１８６２、Ｙ＝－４７２３２。

重複　２６号溝と重複。本遺構が２６号溝より古い。

平面形状　北方向から南方向へ蛇行する。

長軸方位　Ｎ－１０°－Ｗ。

規模　検出全長３５．３ｍ、幅０．１７ ～ ０．６３ｍ、深さ０．０５ ～

０．０９ｍ。底面の比高差は0.38ｍ、南が低い。

埋没土層　不明。断面形は丸底もしくは皿状を呈す。遺

構確認面から底面まで浅く詳細不明。

遺物　土師器片が１片出土した。

所見　Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む土層と考えられるが、詳

細は不明。

第197図　２区Ａ～Ｅ４面２６号溝1、ＡＢ４面２７号溝1

２７号溝

２6号溝
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Ｃ－Ｃ′　１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。軽石粒を７％含む。
２ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。軽石粒を５％、暗褐色粘土ブロックを含む。

Ｄ－Ｄ′　１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石を１０％含む。

Ｆ－Ｆ′ １　灰褐色土　砂質土。白色軽石を多量に含む。炭化物粒、土器片を含む。
２　黒褐色土　しまりあり。白色軽石を多量に含む。
３　暗褐色土　粘質土。白色軽石、ロームブロックを少量含む。
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２８号溝（第200図、ＰＬ.67）

位置　２区ＢＣ４面、北東Ｘ＝４１９１９、Ｙ＝－４７２５４ ～南

西Ｘ＝４１９０２、Ｙ＝－４７２６０。

重複　２６号溝と重複。本遺構が２６号溝より古い。

平面形状　北北東方向から南南西方向へほぼ直線状に、

２６号溝と交差しながら南下する。土層注記や位置関係か

ら、３０号溝と接続する可能性が高いと判断される。

長軸方位　Ｎ－１８°－Ｅ。

規模　検出全長１８．２ｍ、幅０．１８ ～ ０．３２ｍ、深さ０．０６ ～

０．１１ｍ。底面の比高差は０．２１ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。２層が観察された。

Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状。遺構確認面か

ら底面まで浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第200図　２区ＢＣ４面２８号溝

28号溝
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１ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色
軽石を５％含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色
軽石を１％含む。
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２９号溝（第201図、ＰＬ.69）

位置　２区ＦＧ４面、北西Ｘ＝４２００９、Ｙ＝－４７２６８ ～南

東Ｘ＝４１９９６、Ｙ＝－４７２５７。

重複　なし。

平面形状　北西方向から南東方向へわずかに屈折しなが

ら走行する。笠懸１号溝周辺の溝１条と、接続すると想

定できる。

長軸方位　Ｎ－４０°－Ｅ。

規模　検出全長１８.00ｍ、幅０．１８ ～ ０．４６ｍ、深さ０．０５

～ ０．１７ｍ。底面の比高差は０．３３ｍ、南東が低い。

埋没土層　黒褐色土主体。２層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は逆台形状。遺構確認面から底

面まで浅く詳細不明。

遺物　掲載遺物はない。０．０９㎏の土師器・須恵器片が出

土した。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第201図　２区ＦＧ４面２９号溝

29号溝
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１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　Ｈｒ－ＦＡ軽石・Ａｓ－Ｃ
軽石を少量含む。

２ 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　軽石粒、砂粒を含
む。
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３０号溝（第202・203図、ＰＬ.69）

位置　２区Ｃ４面、北Ｘ＝４１９２７、Ｙ＝－４７２５３ ～南Ｘ＝

４１９１９、Ｙ＝－４７２５３。

重複　２６号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　北方向から南方向へ直線状、南端が鉤手状に

曲がり、２８号溝と接続すると想定した。平面・断面とも

に不規則で一様でない。

長軸方位　Ｎ－３°－Ｗ。

規模　検出全長9.00ｍ、幅０．２ ～ ０．７３ｍ、深さ０．０３ ～

０．０８ｍ。底面の比高差は０．０２ｍ、北が低い。

埋没土層　黒褐色土主体。２層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面ま

で浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

３２号溝（第202・203図、ＰＬ.70）

位置　２区Ｃ４面、北Ｘ＝４１９２０、Ｙ＝－４７２４８ ～南Ｘ＝

４１９１３、Ｙ＝－４７２４８。

重複　なし。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。平面・断面とも

に不規則で一様でない。

長軸方位　Ｎ－４°－Ｗ。

規模　検出全長７．１0ｍ、幅０．１５ ～ ０．４６ｍ、深さ０．０２ ～

０．０６ｍ。底面の比高差は０．０７ｍ、南が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。１層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面ま

で浅く詳細不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

３１号溝（第202・203図、ＰＬ.69）

位置　２区Ｃ４面、北Ｘ＝４１９２６、Ｙ＝－４７２５０ ～南Ｘ＝

４１９１８、Ｙ＝－４７２５０。

重複　なし。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。平面・断面とも

に不規則で一様でない。

長軸方位　Ｎ－３°－Ｅ。

規模　検出全長７．８0ｍ、幅０．２0～  ０．５７ｍ、深さ０．０１～

０．０２ｍ。底面の比高差は０．０２ｍ、南が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。２層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状、詳細は不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第202図　２区Ｃ４面３０ ～ ３２号溝１

30号溝 31号溝 32号溝
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１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色
軽石を５％含む。

２ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。軽石
粒を１％含む。

１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色
軽石を３％含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。褐色
粘土粒を僅かに含む。

１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色
軽石を５％含む。
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３３号溝（第204・205図、ＰＬ.70・71）

位置　２区H～E(推定でD~A)４面、北東Ｘ＝４２０２５、

Ｙ＝－４７２２９～ 南西Ｘ＝４１９９５、Ｙ＝－４７２５０ ～南東Ｘ＝

４１９７５、Ｙ＝－４７２３５ ～推定南東Ｘ＝４１８６０、Ｙ＝－４７２１５。

重複　４５・４６号溝と重複。本遺構が４６号溝より新しいが、

４６号溝は３３号溝のバイパス的役割を想定できる。

平面形状　北東方向から南西方向へ、くの字状に屈曲し

て南東方向へ、湾曲して南西方向へ、２区Ｄ以南は溝幅

を広めながら南東方向に流下すると判断される。２区Ｅ

では、本流に平行して長さ１６ｍ、幅０．５ ～１ ．１５ｍ、深さ

０．３１～  ０．６ｍの溝が走行する（調査時に４６号溝の延長部

分として処理されたが、走行の方位や埋没土の堆積状況

などから、３３溝と一体の遺構として考えることとした）。

くの字状の屈曲部から笠懸１号溝に接続し、１区５号溝、

再び笠懸１号溝となって南西方向に流下し、集落域と生

産域を貫く２本の支川になる。３３号溝は、６５号溝（３区

４面）と同一遺構で、最上流部は八王子丘陵西辺部の小

河川と考えられる。笠懸１号溝周辺の溝は、１号溝と接

続した１条の他は２区４面の２９・３４・３５号溝と接続する。

長軸方位　Ｎ－４０°－Ｅ、Ｎ－５４°－Ｗ、Ｎ－１９°－Ｅ、

Ｎ－１３°－Ｗ。

規模　検出全長９３．５0（推定１９５．５）ｍ、幅１．８４ ～ ６．９0ｍ、

深さ０．２６ ～ ０．８ｍ。底面の標高は２区Ｇ北１０８．８９ｍ、２

区Ｅ南１０７．７６ｍ、比高差は１．１３ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土・褐灰色土主体。中位層

でＨｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石、下位層では砂層が確認された。本

遺構がほぼ埋没した後にＡｓ－Ｂ軽石が堆積している。断面

形は逆台形状。

遺物　図示した遺物の他、１．５３㎏の土師器が出土した。

出土状況は、笠懸１号溝との分岐点より北側と分岐後の

本流の２地点から出土している。底面付近からの出土は

なく、いずれも覆土中で、同一遺構の５号溝と同様の傾

向が認められる。小型甕１は輪積痕を残すが、摩耗のた

め調整等は不明。２～５は壺形土器。２は直口壺で口縁

部横ナデ、頸部にヘラ削り、内面ヘラナデが施される。３・

４は小型壺、摩耗が激しい。３は胴部内面ヘラナデ。５

は底部付近ヘラ削り痕を残す。６の滑石製勾玉は覆土中

から出土した。

所見　本遺構は、八王子丘陵西辺部を流れる小河川より

分岐した３区４面６５号溝から３３号溝へと流下し、さらに

４６号溝（第204・205図、ＰＬ.70・71）

位置　２区EＦ４面、北Ｘ＝４２００５、Ｙ＝－４７２４０ ～南Ｘ

＝４１９９２、Ｙ＝－４７２４１。

重複　３３・４５号溝と重複。３３号溝のバイパス的な役割を

想定できる。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－７°－Ｅ。

規模　検出全長５１．５ｍ、幅０．４0～  ２．１ｍ、深さ０．３１～

０．５９ｍ。底面の比高差は０．１９ｍ、南が低い。

埋没土層　にぶい黄褐色土・灰黄褐色土主体。５層が観

察された。断面形は逆台形状。

遺物　覆土中から土師器が３片出土した。

所見　３３号溝より早い段階で埋没した可能性が高いが、

Ａｓ－Ｂ軽石降下時には、３３号溝・４６号溝ともに埋没してお

り、並存していた可能性がある。

笠懸１号溝との分岐後は南東方向へ分かれて流下するも

のである。

　本遺構は、水田面の可能性のある２区Ｄ～Ａを流下す

るもので、埋没土への砂混入など流水の形跡が見られる

ことから、灌漑用溝と考えられる（第155図）。また、笠

懸１号溝との分岐地点では、３３号溝のバイパス的な役割

を持つ４６号溝が掘削されており、人為的な管理下にある

ことをうかがわせる。６５号溝を基点とするこれらの溝は、

一方が集落域へ（５号溝方向）、もう一方が生産域へ（２

区Ｄ～Ａ方向）という、極めて重要な役割を持つ遺構と

いうことができる。

　出土遺物や埋没土層から、古墳時代５世紀の前半代の

所産とすることができる。
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０ 4ｍ１:160
平面

０ ２m１: 50
断面

C-C’　１ 黒褐色土(7.5YR3/1)　粘質土。Hr-FA軽石・As-C軽石を含む。下位に礫。
33溝　２ 黒褐色土(10YR3/2)　 粘質土。

３ 黒褐色土(10YR3/3)　 砂粒を多く含む。
４ 暗褐色土(10YR3/4)　 粘質土。砂粒とラミナ状。
５ 黄灰褐色土(2.5YR4/1)粘質土。下位に砂粒と礫。
６ 褐灰色土(5YR4/1)　　粘質土。礫を含む。
７ にぶい黄褐色土(10YR4/3)　砂粒と礫を多量に含む。

F-F’　１ 黒褐色土(10YR3/2)　As-B軽石を混土。
33溝　２　褐灰色土(10YR4/1)　As-B軽石層。

３　黒色土(10YR2/1)　　粘質土。
４　黒褐色土(10YR2/2)　粘質土。Hr-FA軽石・As-C軽石を多く含む。
５　褐色土(7.5YR4/3)　 小礫層。
６　灰黄褐色土(10YR4/2)粘質土。
７　黒色土(7.5YR2/1)　 粘質土。
８　黒褐色土(2.5YR3/2) 粘質土。
９　明褐色土(7.5YR5/6) 礫を含む。
10　黒褐色土(10YR3/2)　粘質土。
11　暗褐色土(7.5YR3/3) 粘質土。礫を含む。
12　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　砂礫層。

H-H’　１ 暗褐色土(10YR3/4)　しまりあり。粘質土。白色軽石を７％含む。
33溝　２ 暗褐色土(10YR3/3)　しまりあり。非常に粘質土。白色軽石を５％含む。

３ 黒褐色土(10YR3/1)　ややしまりあり。粘質土。白色軽石を３％含む。
４ にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまりあり。砂礫に黒褐色粘土ブロックを５％含む。
５ 暗褐色土(10YR3/4)　しまりあり。粘質土。
６ 灰黄褐色土(10YR4/2)しまりあり。粘質土。砂粒に黒褐色粘土ブロックを少量含む。
７ にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまりあり。砂礫層。
８ 暗褐色土(10YR3/3)　しまりあり。粘質土。
９ 暗褐色土(10YR3/4)　砂層。
10 暗褐色土(10YR3/4)　しまりあり。粘質土。砂を７％含む。
11 暗褐色土(10YR3/3)　しまりあり。粘質土。白色軽石を３％含む。
12 灰黄褐色土(10YR4/2)しまりあり。粘質土。褐色粘土を５％含む。
13 褐灰色土(10YR4/1)　しまりあり。粘質土。褐色粘土を３％含む。
14 褐灰色土(10YR4/1)　しまりあり。粘質土。礫を５％含む。
15 褐灰色土(10YR4/1)　しまりあり。粘質土。礫を10％含む。
16 褐灰色土(10YR4/1)　砂層。褐色粘土粒を少量含む。
17 黒褐色土(10YR3/2)　しまりあり。粘質土。礫を10％含む。
18 黒褐色土(10YR2/2)　しまりあり。粘質土。礫を５％含む。
19 暗褐色土(10YR3/3)　砂層、礫を20％含む。黒色粘土板状に混土。
20 褐灰色土(10YR4/1)　しまりあり。粘質土。砂を少量含む。

H-H’　１ にぶい黄褐色土(10YR5/4) しまりあり｡小礫を30％含む｡
46溝　２ 褐灰色土(10YR5/1) しまりあり｡粘質土｡礫７％､砂を５％含む｡

３ 灰黄褐色土(10YR4/2)しまりあり｡粘質土｡黄褐色粘土粒を３％含む｡
４ 褐色土(10YR4/6) 砂質土｡
５ 灰黄褐色土(10YR5/2) しまりあり｡粘質土｡砂を３％含む｡

F-F’　１ 黒褐色土(2.5YR3/2)   粘質土｡
46溝　２ にぶい黄褐色土(10YR4/3) 砂礫層｡

３ 褐色土(7.5YR4/3)    小礫層｡

第204図　２区Ｅ～Ｈ４面33号溝１、ＥＦ４面46号溝１

33・46号溝
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３４号溝（第206図、ＰＬ.71）

位置　２区Ｆ４面、北西Ｘ＝４２００６、Ｙ＝－４７２７３ ～南東

Ｘ＝４１９９１、Ｙ＝－４２２６５。

重複　なし。

平面形状　北北西方向から南南東方向へ直線状。笠懸１

号溝周辺の溝１条と接続する。

長軸方位　Ｎ－２９°－Ｗ。

規模　検出全長１６．７ｍ、幅０．４３ ～ ０．９0ｍ、深さ０．０９～

０．１６ｍ。底面の比高差は０．１ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土主体。２層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状。下層に砂混入。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第206図　２区Ｆ４面３４号溝

34号溝
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１ 黒褐色土(７．５ＹＲ２／１) しまりあり。Ｈｒ－ＦＡ
軽石・Ａｓ－Ｃ軽石を多く含む。

２ 暗褐色土(７．５ＹＲ３／３) 粘質土。
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３５号溝（第207図、ＰＬ.71）

位置　２区ＥＦ４面、北東Ｘ＝４１９７９、Ｙ＝－４７２５７ ～南

西Ｘ＝４１９５５、Ｙ＝－４７２６１。

重複　なし。

平面形状　北北西方向から南南東方向へやや蛇行し、不

規則な平面形状を呈す。笠懸１号溝周辺の溝１条と接続

する。

長軸方位　Ｎ－１１°－Ｅ。

規模　検出全長２５．７ｍ、幅０．２２ ～１ ．２0ｍ、深さ０．０３ ～

０．１８ｍ。底面の標高にはばらつきがあり、顕著な比高差

はない。

埋没土層　黒褐色土主体。２層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は丸底状もしくは逆台形状を呈

す。遺構確認面から底面まで浅く詳細不明。

遺物　覆土中から０．１１㎏の土師器片が出土した。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第207図　２区ＥＦ４面３５号溝

35号溝
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１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。軽石粒を３％含む。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ２／２)　しまりあり。粘質土。

１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　砂質土。しまりあり。
軽石粒を少量含む。

２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　砂質土。しまりあり。
軽石粒、黄褐色粘土粒を少量含む。
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４５号溝（第208・209図、ＰＬ.72）

位置　２区ＥＦ４面、北東Ｘ＝４１９９３、Ｙ＝－４７２３５、～

南西Ｘ＝４１９８２、Ｙ＝－４７２４５、～南Ｘ＝４１９５４、Ｙ＝

－４７２４５。

重複　３３・４６号溝と重複。本遺構が新しい。

平面形状　北北東方向から南南西方向へやや蛇行し、南

に屈曲して蛇行しながら南下する不規則な平面形状を呈

す。

長軸方位　Ｎ－４８°－Ｅ、Ｎ－４°－Ｅ。

規模　検出全長４４．７ｍ、幅０．３0～１  ．２１ｍ、深さ０．０３ ～

０．２１ｍ。底面の比高差は0.29ｍ、南が低い。

埋没土層　暗褐色土・褐色土主体。６層が観察された。

Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石・小礫を含む。断面形は逆台形状。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第208図　２区ＥＦ４面４５号溝１

45号溝
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１ 褐色土(１０ＹＲ４／６)　　しまりあり。粘質土。白色軽石を２％、
小礫を含む。暗褐色土を混土。

２ 褐色土(１０ＹＲ４／６)　　しまりあり。粘質土。礫を１５％含む。
３ 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　しまりあり。礫を３０％含む。
４ 褐色土(１０ＹＲ４／４)　　しまりあり。粘質土。
５ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　礫を多量に含む。
６ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。粘質土。礫を少量含む。
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５６・５７号溝 
Ａ－Ａ′　１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。

白色軽石・白色粒を含む。
２ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。
白色粒を少量含む。
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５５号溝 
Ｃ－Ｃ′　１ 暗褐色土　しまりあり。白色粒を多量に含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。白色軽石、
ロームブロックを少量含む。

３ 暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ローム
ブロックをやや多く含む。

５６・５７号溝
Ｃ－Ｃ′　１ 暗褐色土　しまりあり。白色粒を多量に含む。

２ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石含む。
３ 暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。白色
軽石、ロームブロックを含む。

４ 暗褐色土　しまりあり。非常に粘質土。ロー
ムブロックをやや多く含む。

５ 暗褐色土　３層に近似。

５８号溝 
Ｅ－Ｅ′　１ 暗褐色土　しまりあり。白色軽石、ローム粒

を含む。
２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石、ロー
ムブロックを含む。

３ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ロームブロッ
ク・ローム粒を含む。



５５号溝（第210・211図、ＰＬ.72）

位置　２区Ｉ４面、北西Ｘ＝４２０８１、Ｙ＝－４７２７１～ 南東

Ｘ＝４２０６８、Ｙ＝－４７２５８。

重複　なし。

平面形状　北西方向から南東方向へ直線状。５６・５７号溝

と並行に走行する。

長軸方位　Ｎ－４５°－Ｗ。

規模　検出全長１９．１ｍ、幅０．２６ ～ ０．４８ｍ、深さ０．０４ ～

０．１１ｍ。底面の比高差に大きな違いはない。

埋没土層　暗褐色土主体。３層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状。遺構確認面から底面ま

で浅く詳細不明。

遺物　少量の土師器片・須恵器片が出土した。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。５５・

５６・５７号溝は、位置関係および地層断面図の観察から、

比較的幅広の１本の溝の底面の様相を示すものと捉えら

れ、その下流が５８号溝と考えられる。

５６号溝（第210・211図、ＰＬ.72）

位置　２区Ｉ４面、北西Ｘ＝４２０８２、Ｙ＝－４７２８０ ～北東

Ｘ＝４２０８３、Ｙ＝－４７２７８ ～南東Ｘ＝４２０６５、Ｙ＝－４７２５５。

重複　３号竪穴状遺構、５７号溝と重複。本遺構が３号竪

穴状遺構より古い。５７号溝とは、地層断面図では新旧関

係は認められず、同時期に埋没した可能性が高いことを

示している。

平面形状　北西方向から南東方向へやや蛇行し、不規則

な平面形状を持つ。

長軸方位　Ｎ－４５°－Ｗ。

規模　検出全長３２．２ｍ、幅０．４８ ～１ ．０ｍ、深さ０．０６ ～

０．１３ｍ。底面の比高差は０．１１ｍ、南東が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。３層が観察された。

Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状。遺構確認面か

ら底面まで浅く詳細不明。

遺物　少量の土師器片・須恵器片が出土した。

所見　５５・５７号溝と並行、５８号溝とともに一体の遺構と

して捉えられる。Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えら

れる。

５７号溝（第210・211図、ＰＬ.72）

位置　２区Ｉ４面、北西Ｘ＝４２０８１、Ｙ＝－４７２８０ ～北東

＝４２０８２、Ｙ＝－４７２７８ ～南東Ｘ＝４２０６３、Ｙ＝－４７２５７。

重複　３号竪穴状遺構と重複。本遺構が古い。

平面形状　北西方向から南東方向へやや蛇行し、極めて

不規則な平面形状を持つ。

長軸方位　Ｎ－４５°－Ｗ。

規模　検出全長３０．３ｍ、幅０．４５ ～ ２．１８ｍ、深さ０．０５ ～

０．３６ｍ。底面の比高差は０．０７ｍ、南東が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。２層が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・

Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は逆台形状。遺構確認面から底

面まで浅く詳細不明。

遺物　少量の土師器片・須恵器片が出土した。

所見　５５・５６号溝と並行、５８号溝とともに一体の遺構と

して捉えられる。Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えら

れる。

５８号溝（第211図、ＰＬ.72）

位置　２区Ｉ４面、北西Ｘ＝４２０６４、Ｙ＝－４７２５４ ～南東

Ｘ＝４２０６１、Ｙ＝－４７２５１。

重複　３号竪穴状遺構と重複。本遺構が古い。

平面形状　西方向から東方向へ、北方向から南方向へ直

線状。フ字状を呈す。不規則なピット状の落ち込みが認

められる。

長軸方位　Ｎ－６°－Ｗ。

規模　検出全長６．５ｍ、幅０．５１～１  ．６0ｍ、深さ０．０５ ～

０．２１ｍ。底面の比高差に大きな違いはない。

埋没土層　暗褐色土主体。３層が観察された。断面形は

不整形または皿状。遺構確認面から底面まで浅く詳細不

明。

遺物　少量の土師器片・須恵器片が出土した。

所見　５７号溝の延長線上にあり、５５・５６・５７号溝と一体

の遺構と考えられる。Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考

えられる。
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６１号溝（第212図、ＰＬ.73）

位置　２区Ｉ４面、北東Ｘ＝４２０９１、Ｙ＝－４７２６５ ～南西

Ｘ＝４２０８４、Ｙ＝－４７２７３。

重複　なし。

平面形状　北東方向から南西方向へやや蛇行。

長軸方位　Ｎ－４９°－Ｅ。

規模　検出全長１１．２ｍ、幅０．２４ ～ ０．４２ｍ、深さ０．０４ ～

０．１２ｍ。底面の比高差は０．１４ｍ、南西が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。２層が観察された。

Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含む。断面形は皿状または逆台形状。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第212図　２区Ｉ４面６１号溝

61号溝
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１ 暗褐色土　ややしまりあり。粘
質土。白色軽石・白色粒を含む。

２ 黒褐色土　しまりあり。粘質土。
白色粒を少量含む。
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６２号溝（第213図、ＰＬ.73）

位置　２区Ｉ４面、北東Ｘ＝４２０６３、Ｙ＝－４７２４５ ～南西

Ｘ＝４２０５４、Ｙ＝－４７２６１。

重複　４２３号ピットと重複。本遺構が新しい。

平面形状　北東方向から南西方向へやや蛇行。

長軸方位　Ｎ－６１°－Ｅ。

規模　検出全長２３．２0ｍ、幅０．１４ ～ ０．６３ｍ、深さ０．０２

～ ０．１１ｍ。底面の比高差は０．０５ｍ、南西が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。２層が観察された。

断面形は皿状。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に埋没したと考えられる。

第213図　２区Ｉ４面６２号溝

62号溝
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１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質
土。白色軽石を３％含む。

２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　ややしまりあり。
やや粘質土。砂を少量含む。
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６９号溝（第214図、ＰＬ.5-3）

位置　２区Ｆ４面、北西Ｘ＝４２００１、Ｙ＝－４７２６８ ～南東

Ｘ＝４１９９８、Ｙ＝－４７２６４。

重複　なし。

平面形状　北西方向から南東方向へ、わずかな弧を描く。

長軸方位　Ｎ－５３°－Ｗ。

規模　検出全長４．７0ｍ、幅０．２６ ～ ０．４３ｍ、深さ０．０１～

０．０４ｍ。底面の比高差に大きな違いはない。

埋没土層　不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　４面検出ということから、Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に掘

削されたと考えられる。

７０号溝（第214図、ＰＬ.5-3）

位置　２区Ｆ４面、北西Ｘ＝４２００１、Ｙ＝－４７２６３ ～南東

Ｘ＝４１９９８、Ｙ＝－４７２６２。

重複　なし。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－１７°－Ｗ。

規模　検出全長２．７0ｍ、幅０．１５ ～ ０.２３ｍ、深さ０．０１～

０．０２ｍ。底面の比高差は０．０５ｍ、北が低い。

埋没土層　不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　４面検出ということから、Ａｓ－Ｂ軽石降下以前に掘

削されたと考えられる。

第214図　２区Ｆ４面６９・７０号溝

69・70号溝

69号溝 70号溝
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３区１～３面

３８号溝（第215図、ＰＬ.75）

位置　３区ＦＧ３面、北東Ｘ＝４２０４８、Ｙ＝－４７１６２ ～

南西Ｘ＝４２０２３、Ｙ＝－４７１８８ ～南東Ｘ＝４２０１５、Ｙ＝

－４７１７９。

重複　６０号溝と重複。３区４面の６０号溝の直上を流下す

る。

平面形状　北東方向から蛇行しながら南西方向へ、北西

方向から南東方向へやや蛇行する。く字状を呈し、均一

でない平面形状を呈す。

長軸方位　Ｎ－５３°－Ｅ、Ｎ－５０°－Ｗ。

規模　検出全長５０．８0ｍ、幅０．３３ ～ ２．５0ｍ、深さ０．０４

～ ０．３２ｍ。底面の比高差は０．１７ｍ、南方向が低い。

埋没土層　灰層を伴うＡｓ－Ｂ軽石およびＡｓ－Ｂ軽石２次堆積

土を覆土（褐色土・褐灰色土主体）とする。５層が観察さ

れた。断面形は丸底状もしくは皿状を呈す。

遺物　出土遺物はない。

所見　埋没土の状況から、Ａｓ－Ｂ軽石以前の掘削と考えら

れ、Ａｓ－Ｂ軽石降下時にはほぼ埋没していたと考えられる。

第215図　３区ＦＧ３面３８号溝

38号溝
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１　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を１０％含む。
２　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　ややしまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石５％、白色
軽石１％を含む。

３　褐色土（１０ＹＲ４／６）　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石層。
４　褐灰色土（１０ＹＲ５／１）　しまりあり。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を５％
含む。

５　にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／３）　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石層。

1 黒褐色土(10YR3/2）　しまりあり。As-B軽石を7％含む。
2 褐灰色土(10YR4/1)　As-B軽石層。灰黄褐色土と混土。　
3 褐灰色土(10YR4/1)　しまりあり。粘質土。As-B軽石を含む。
4 褐灰色土(10YR5/1)　しまりあり。やや粘質土。As-B軽石含む。
5 黒褐色土(10YR3/1)　As-B軽石主体。
6 黒褐色土(10YR3/2)　しまりあり。粘質土。白色軽石を1％含む。
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３９号溝（第216図、ＰＬ.75）

位置　３区ＥＦ３面、北Ｘ＝４２０３１、Ｙ＝－４７１５８ ～南Ｘ

＝４２０１１、Ｙ＝－４７１５７ ～南東Ｘ＝４２００８、Ｙ＝－４７１５４。

重複　なし。

平面形状　北方向から南方向へ直線状。平面形状は均一

でない。

長軸方位　Ｎ－１１°－Ｗ。

規模　検出全長２４．５0ｍ、幅０．６0～  ２．１８ｍ、深さ０．０３

～ ０．０８ｍ。底面の比高差は０．３９ｍ、南が低い。

埋没土層　不明。断面形状は浅い逆台形状を呈す。

遺物　出土遺物はない。

所見　時期不明。

第216図　３区ＥＦ３面３９号溝

39号溝
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４０号溝（第217図、ＰＬ.75）

位置　３区Ｆ１面、北Ｘ＝４２０２１、Ｙ＝－４７１９２ ～南Ｘ＝

４２０１１、Ｙ＝－４７１９１。

重複　なし。

平面形状　北北東方向から南南西方向へやや蛇行し、平

面形状は均一でない。

長軸方位　Ｎ－８°－Ｗ。

規模　検出全長１０．３ｍ、幅０．６３ ～１ ．１７ｍ、深さ０．０１～

０．０６ｍ。底面の比高差は０．０８ｍ、南が低い。

埋没土層　不明。断面形状は浅い皿状を呈す。

遺物　出土遺物はない。

所見　時期不明。

第217図　３区Ｆ１面４０号溝

40号溝
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４７号溝（第218図、ＰＬ.75）

位置　３区Ｅ１面、北東Ｘ＝４１９９０、Ｙ＝－４７１９８ ～南西

Ｘ＝４１９８４、Ｙ＝－４７２００ ～南東Ｘ＝４１９８１、Ｙ＝－４７２００。

重複　なし。

平面形状　北北東方向から南南西方向へ、北北西方向か

ら南南東方向へ直線状。く字状を呈す。平面形状は均一

でない。

長軸方位　Ｎ－２４°－Ｅ、Ｎ－１５°－Ｗ。

規模　検出全長１０．２ｍ、幅０．３８ ～ ０．８７ｍ、深さ０．０１～

０．０９ｍ。底面の比高差は０．１８ｍ、南方向が低い。

埋没土層　不明。

遺物　土師器片３片が出土した。

所見　時期不明。

第218図　３区Ｅ１面４７号溝

47号溝
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６３号溝（第219・220図、ＰＬ.76）

位置　３区ＢＣ３面、北西Ｘ＝４１９４１、Ｙ＝－４７１８９～ 南

Ｘ＝４１９０８、Ｙ＝－４７１８０。

重複　１１号耕作痕群と重複。

平面形状　北北西方向から南南東向へやや蛇行し、平面

形状は均一でない。

長軸方位　Ｎ－１５°－Ｗ。

規模　検出全長３６．７ｍ、幅０．２７ ～１ ．０５ｍ、深さ０．０４ ～

０．１８ｍ。底面の比高差は０．３３ｍ、南が低い。

埋没土層　上層にＡｓ－Ｂ軽石に伴う灰層、中層にＡｓ－Ｂ軽石、

最下層にＡｓ－Ｂ軽石を含む３層が確認された。断面形は丸

底状もしくは皿状を呈す。

遺物　出土遺物はない。

所見　埋没土の観察から、本遺構はＡｓ－Ｂ軽石降下時にほ

ぼ埋没し、溝としての機能が失われたと考えられる。

第219図　３区ＢＣ３面６３号溝１

63号溝
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第220図　３区ＢＣ３面６３号溝２

第１節　古墳時代以降の遺構と遺物

231

１ 灰層。Ａｓ－Ｂ軽石に伴う。
２ Ａｓ－Ｂ軽石層。
３ Ａｓ－Ｂ軽石層。黒色粘土ブロックを混土。 　　　　　　１ 褐灰色土(１０ＹＲ５／１)　しまりあり。粘

質土。Ａｓ－Ｂ軽石を７％含む。
２ 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)　Ａｓ－Ｂ軽石層。
粘質土層含む。

３ 褐灰色土(１０ＹＲ５／１)　　ややしまりあ
り。粘質土。Ａｓ－Ｂ軽石を５％含む。
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５２号溝（第221図、ＰＬ.76）

位置　３区ＦＧ４面、北東Ｘ＝４２０５３、Ｙ＝－４７１９７ ～南

Ｘ＝４２０４５、Ｙ＝－４７１９７ ～南西Ｘ＝４２０４０、Ｙ＝－４７２０５

～南Ｘ＝４２０３１、Ｙ＝－４７２０６。

重複　５３・６５号溝と重複。新旧関係不明。

平面形状　北東方向から南西方向へＳ字状に蛇行。平面

形状は均一でない。

長軸方位　Ｎ－５°－Ｗ、Ｎ－６８°－Ｅ、Ｎ－５°－Ｅ。

規模　検出全長２７．６ｍ、幅０．７５ ～ ３．１８ｍ、深さ０．１５ ～

０．３８ｍ。底面の比高差は０．５７ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。測定地点により異

なるが、６層以上が観察された。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石を含み、

下層に砂層の混入が認められた。断面形は皿状もしくは

逆台形状。

遺物　出土遺物はない。

所見　Ａｓ－Ｂ軽石堆積前に埋没した可能性が高く、砂層が

認められることから流路と考えられる。６５号溝がオー

バーフローした際の、補完的役割が考えられる。

第221図　３区ＦＧ４面５２号溝

52号溝
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Ａ－Ａ′　１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　しまりあり。白色
軽石を１０％含む。

２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　しまりあり。粘質
土。軽石粒を１％含む。

３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質
土。砂を含む。

４ 褐灰色土(１０ＹＲ４／１)　砂を多量に含む。
Ｃ－Ｃ′　１ 黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　しまりあり。軽石

粒、砂、礫を多く含む。にぶい黄褐色
土の混土。

２ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。白色
軽石を少量含む。

３ 灰黄褐色土(１０ＹＲ４／２)砂に軽石粒を少量
含む。

４ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。白色
軽石を３％含む。　

５ 黒褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。軽石
粒を１％含む。

６ 褐灰色土(１０ＹＲ４／１)　砂質土。軽石粒、
礫を少量含む。
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５３号溝（第222図、ＰＬ.76）

位置　３区Ｆ４面、西Ｘ＝４２０３５、Ｙ＝－４７２１１～ 東Ｘ＝

４２０３５、Ｙ＝－４７２１１。

重複　５２号溝と重複。重複関係は不明。

平面形状　東方向から西方向へ直線状。

長軸方位　Ｎ－８７°－Ｅ。

規模　検出全長５．３0ｍ、幅０．３６ ～ ０．６２ｍ、深さ０．０３ ～

０．０８ｍ。底面の比高差は０．０３ｍ、東が低い。

埋没土層　不明。

遺物　出土遺物はない。

所見　５２号溝に流れ込む溝の可能性がある。

第222図　３区Ｆ４面５３号溝

53号溝
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５４号溝（第223図、ＰＬ.78）

位置　３区Ｅ～Ｇ４面、調査時に自然流路との判断から、

西辺部の上端と地層断面の調査にとどまる。

重複　６０号溝と重複。本遺構が古い。

平面形状　北方向から南方向へ蛇行。６４号溝と同一遺構

と想定される。

長軸方位　ほぼ南北に主軸を置く。

規模　検出全長１４０ｍ以上、幅１６ｍ以上、深さ０．７ｍ以上。

地形的には南に勾配を持ち、低くなる。

埋没土層　黒色土・灰色土主体。７層が確認された。下

層は砂礫層で、流路と考えられる。

遺物　土師器甕１が覆土中から出土した。

所見　本遺構と６４号溝と直線状に接続し、一連の自然流

路と考えられる。八王子丘陵の西辺部をある時期に流れ

た小河川と位置づけられる。Ｈｒ－ＦＡ・Ａｓ－Ｃ軽石降下前の

所産と推定される。

第223図　３区Ｅ～Ｇ４面５４号溝と出土遺物
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　　　　　１ 灰色粘質土と砂利層の互層。
２ 黒色粘質土。
３ 黒色粘質土。上位に砂利を含む。
４ 砂礫層。
５ 灰色粘質土。砂を含む。
６ 灰色粘質土。砂を含む。
７ 砂礫層。

1
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６０号溝（第224図、ＰＬ.77）

位置　３区ＦＧ４面、東Ｘ＝４２０４８、Ｙ＝－４７１６２ ～南西

Ｘ＝４２０３９、Ｙ＝－４７１７５。

重複　５４号溝と重複。５４号溝の直下にあり、ほぼ同位置

を走行する。

平面形状　北東方向から南西方向へやや蛇行。

長軸方位　Ｎ－５０°－Ｅ。

規模　検出全長１６．２ｍ、幅０．７２ ～１ ．３２ｍ、深さ０．１６ ～

０．３８ｍ。底面の比高差に違いはなく、北に下る可能性が

ある。

埋没土層　黒褐色土主体。４層が観察された。断面形は

皿状または逆台形状。下層に砂礫が混入し、水流した可

能性が高い。

遺物　須恵器杯又は椀１（墨書土器）、他墨書土器１片が

覆土中から出土した。

所見　直下にある３８号溝は、南流するのに対し、本遺構

は北流するものと考えられる。

第224図　３区ＦＧ４面６０号溝と出土遺物

60号溝
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　　　　　１ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。
２ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。砂を少量含む。粘土
ブロックを含む。

３ 暗褐色土(１０ＹＲ３／４)　礫を多く含む。黒褐色粘土ブロックを含む。
４ 黒褐色土(１０ＹＲ３／１)　砂質土。

　　　　　１ 暗褐色土(１０ＹＲ３／３)　しまりあり。軽石粒を５％含む。小礫を少
量含む。

２ 黒色土(１０ＹＲ２／１)　　しまりあり。粘質土。軽石粒を３％、砂礫
含む。

３ 黒褐色土(１０ＹＲ３／２)　しまりあり。粘質土。砂を少量含む。
４ 黒褐色土(１０ＹＲ２／３)　砂、礫層。

1
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６５号溝（第225図、ＰＬ.77）

位置　３区Ｇ４面、北東Ｘ＝４２０５９、Ｙ＝－４７１９４ ～南西

Ｘ＝４２０４５、Ｙ＝－４７２０５。

重複　５２号溝と重複。

平面形状　北東方向から南西方向へ直線状。３３号溝（２

区４面）と同一遺構で、笠懸１号溝（１区１～５面、２区

４面）、５号溝へと続く。

長軸方位　Ｎ－３６°－Ｅ。

規模　検出全長１７．４ｍ、幅２．６８ ～ ４．７ｍ、深さ０．６７ ～

０．７６ｍ。底面の比高差は０．１８ｍ、南が低い。

埋没土層　黒褐色土・暗褐色土主体。１６層が観察された。

断面形は丸底状もしくは逆台形状を呈す。中層以下に礫

を含む砂層が互層を形成する。

遺物　加工痕のある木材が出土した（１は写真のみ）。本遺

構と接続する３３号溝出土遺物を参照されたい（第205図）。

所見　本遺構は２区４面３３号溝（２区Ｆ東の直線部分）、

笠懸１号溝、１区１～５面５号溝と直線状に連続する遺

構。埋没土への砂混入など流水の形跡が見られることか

ら、自然流路を利用した灌漑用溝と考えられる。同一遺

構である５・３３号溝出土遺物や埋没土層から、古墳時代

５世紀の前半代の所産とすることができる。

第225図　３区Ｇ４面６５号溝

65号溝
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１　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　しまりあり。粘質土。軽石粒を７％含む。　
２　褐色土（１０ＹＲ４／６）　しまりあり。礫を多く含む。黄褐色土を混土。
３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　粘質土。砂を少量含む。
４　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　粘質土。３層に近似。暗褐色土を混土。
５　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）　黄褐色軽石を３％、褐色土の混土。
６　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　砂層。小礫を１０％含む。
７　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）　しまりあり。礫を少量含む。黄褐色土を混土。
８　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　砂層。小礫を少量含む。
９　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　礫を多く含む。
１０　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　砂層。
１１　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　粘質土。砂を少量含む。
１２　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）　砂層。礫を少量含む。
１３　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）　砂層。礫を多く含む。
１４　黒褐色土（１０ＹＲ３／３）　砂層。
１５　灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）　しまりあり。粘質土。砂を５％含む。
１６　黒褐色土（１０ＹＲ３／１）　しまりあり。粘質土。砂を３％含む。
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B-B'　１ 黒色粘質土。　しまりあり。白色軽石を含む。
２ 黒色粘質土。　１層に近似。白色軽石を少量含む。
３ 暗褐色土。　　しまりあり。砂を含む。
４ 暗褐色砂礫層。
５ 暗褐色砂礫層。４層よりやや礫大きい。
６ 黒灰色粘質土。
７ 灰色砂礫層。

C-C'　１ 黒灰色粘質土。白色軽石を含む。
２ 暗褐色粘質土。
３ 灰褐色粘質土。
４ 暗褐色砂質土。
５ 砂礫層。
６ 茶褐色砂質土。
７ 砂礫層。５層より小さい。
８ 黒灰色粘質土。
９ 灰褐色粘質土。

64号溝（第226図、PL.78）

位置　３区ＢＣ４面、北Ｘ＝41950、Ｙ＝‒47164～南Ｘ＝41937、Ｙ

＝‒47164。

重複　424号ピットと重複。本遺構が新しい。

平面形状　北方向から南方向へ蛇行。中洲あり。54号溝と同一遺構

で、その下流域にあたる。自然流路との判断から、部分調査にと

どまる。

長軸方位　Ｎ－１°－Ｗ。

規模　検出全長13ｍ、幅3.16ｍ以上、深さ0.3～0.38ｍ。底面の

比高差は0.21m、南が低い。

埋没土層　暗褐色土主体。９層が確認された。最上層部にHr-FA・

As-C軽石を含む。下層は砂礫層。

遺物　図示する出土遺物はない。0.4㎏の土師器・須恵器片が覆土

中より出土した。

所見　本遺構と54号溝と直線状に接続する。Hr-FA・As-C軽石降

下前の所産と推定される。
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挿図
第　図

写真
図版
ＰＬ．

号 区 面 Ｘ＝４１…、４２…    Ｙ＝－４７…   
Ｘ＝４１…、４２…    
Ｙ＝－４７…   

長軸
(ｍ) 短軸 (㎝)深さ(㎝) 主軸方位 備考

第172・173図 ＰＬ．3-2・62 １ ２ Ｂ～Ｆ １ 北４１９８３　 －４７２５４ ～ 南４１８７２ 　－４７２３９ １１３．５ ７～１ ４５ １～ ３０ Ｎ－８°－Ｗ ９溝と重複。

第156・157図 ＰＬ．57 ２ １ Ｄ・Ｅ ２ 北４２０１６　 －４７３３４ ～ 南４２００８ 　－４７３２９ １９ ３３ ～ ４５ ７～１ ８ Ｎ－１４°－Ｗ １竪穴、５住と重複。

第158図 ＰＬ．58 ３ １ Ｆ ２ 北４２０７６ 　－４７３０６ ～ 南４２０８２ 　－４７３０６ ９．１ １１０ ～１ ６４ ５４ ～ ７４ ― 流路と重複。南東から北西、
４２０８１ －４７３０７で北東。

第156・157図 ＰＬ．57 ４ １ Ｄ・Ｅ ２ 北東４２０４２ －４７３１４ ～ 南東４１９８７ －４７２８８ １２０ ８５ ～１ ６２ ７～ ４０ Ｎ－１５°－ＷＮ－７５°－Ｅ

１竪穴と重複。東から西、
４２０３７ －４７３３５で南。４１９８５ －
４７３２７で東。笠B区溝と接続。

第159～161図 ＰＬ．58・59 ５ １ Ｃ・Ｄ ４ 北東４１９６５ －４７２８３ ～ 南西４１９２７ －４７３１３ ４９ ２００ ～ ３２０ １４ ～ ５８ Ｎ－３７°－Ｅ 笠１号溝と接続。

第174図 ＰＬ．63 ６ ２ Ｂ １ 東４１８９２ 　－４７２４８ ～ 西４１８９０ 　－４７２５５ ７ １５ ～ ３０ ５～７ Ｎ－８０°－Ｅ

第162図 ＰＬ．46・59 ７ １ Ｄ ４ 北西４１９８８ －４７３５２ ～ 南４１９７６ 　－４７３３８ ２４．６ ３２ ～ ６５ ４～ ２０ ― 西から東、４１９８９ －４７３４０で
南。

第177図 ＰＬ．63 ８ ２ Ａ・Ｂ ２ 北４１８９１ 　－４７２４０ ～ 南４１８５６ 　－４７２３７ ３６．３ ２５ ～ ７０ ５～１ ７ Ｎ－４°－Ｗ

第175図 ＰＬ．63 ９ ２ Ａ・Ｂ １ 東４１８７４ 　－４７２３７ ～ 南４１８５５ 　－４７２４０ ２２．９ ３０ ～ ８７ ６～ ３２ ― 東から西、４１８７４ －４７２４２で
南。

第164・165図 ＰＬ．24・25・
　　60・61 １０ １ Ｃ・Ｄ ２ 西４１９６１ 　－４７３２９～  東４１９６１ 　－４７２８３ ４６．２ ５７ ～１ ７４ １５ ～ ５１ Ｎ－８９°－Ｗ

第166・167図 ＰＬ．60・61 １１ １ Ｄ ２ 西４１９６９ 　－４７３２６ ～ 南東４１９６７ －４７２８４ ４５．２ ３７ ～ ７５ １４ ～ ３０ Ｎ－８０°－ＥＮ－８９°－Ｅ

西から東、４１９７１ －４７３０６で
南、４１９６７ －４７３０５で東。１５
溝と重複。

第163図 ＰＬ．61 １２ １ Ｄ ２ 西４１９８４ 　－４７３０３ ～ 東４１９８５ 　－４７２８７ １６．８ ３０ ～ ７２ ８～１ ８ Ｎ－８６°－Ｅ ６９坑と重複。

第168図 ＰＬ．60・61 １３ １ Ｄ ２ 西４１９６６ 　－４７３２６ ～ 東４１９６４ 　－４７２９８ ２９．４ ２９～  ７０ ６～ ２４ Ｎ－８８°－Ｗ １０溝、２５住と重複。

第169図 ＰＬ．60・61 １４ １ Ｄ ２ 東４１９６５ 　－４７２９７ ～ 西４１９６４ 　－４７３０６ ９．４ ４３ ～ ７３ ７～１１  Ｎ－８８°－Ｅ

第170図 ＰＬ．60・61 １５ １ Ｄ ２ 西４１９６７ 　－４７３０５ ～ 東４１９６８ 　－４７２８５ ２０．１ ４３ ～ ７０ ２５ ～ ２９ Ｎ－８７°－Ｅ １１溝と重複。

第178図 ＰＬ．63 １６ ２ Ｂ ２ 北４１８９８ 　－４７２４７ ～ 南４１８８７ 　－４７２４３ １２．１ ２２ ～ ６０ ３～９ Ｎ－１６°－Ｗ

第179図 ＰＬ．64 １７ ２ Ａ ２ 北東４１８６５ －４７２２８ ～ 南西４１８５６ －４７２３２ １０．３ １６ ～ ３３ ２～１１  Ｎ－２８°－Ｅ

第189図 ＰＬ．66 １８ ２ Ａ ３ 西４１８６５ 　－４７２２０ ～ 東４１８６８ 　－４７２０９ １１．３ ３１～  ５３ ２～６ Ｎ－７９°－Ｅ ２面で調査。１９溝と重複。

第189図 ＰＬ．66 １９ ２ Ａ ３ 西４１８６７ 　－４７２１７ ～ 東４１８６７ 　－４７２０４ １３．４ ２９～  ５７ ２～９ Ｎ－８８°－Ｅ ２面で調査。１８溝と重複。

第190図 ＰＬ．66 ２０ ２ Ａ・Ｂ ３ 北４１８９８ 　－４７２１８ ～ 南４１８６９ 　－４７２１９ ２８．８ ２３ ～ ６３ １～４ Ｎ－１°－Ｅ ２面で調査。

第188図 ＰＬ．65 ２１ ２ Ｂ ２ 北東４１８９７ －４７２４１～  南西４１８９１ －４７２５５ １５．７ １３０．００ ６～ ２６ Ｎ－６９°－Ｅ
２・３面(中間面)。１面１
溝・２面１６溝、１１６・１１７坑
と重複。

第191図 ＰＬ．4-8 ２２ ２ Ｆ・Ｇ ３ 北４２０１７ 　－４７２２６ ～ 南東４１９９９ －４７２５９ ２３ ６７ ～１ ２５ ３～１ ０ Ｎ－１４°－ＥＮ－５２°－Ｗ
北から南、４２００５ －４７２６８で
南東。

第180図 ＰＬ．4-8 ２３ ２ Ｇ・Ｈ ２ 北西４２０３８ －４７２５８ ～ 南東４２０１０ －４７２５０ ２９ １６ ～ ４０ １～６ Ｎ－１４°－Ｗ

第181図 ＰＬ．64 ２４ ２ Ｆ・Ｇ ２ 北東４２０１７ －４７２３４ ～ 南西４２００４ －４７２４２ １６ ３０ ～ ４２ ２～５ Ｎ－３１°－Ｅ 

第182図 ＰＬ．64 ２５ ２ Ｆ ２ 北西４２００６ －４７２５９～  南東４１９９９ －４７２５６ ７．５ ２３ ～ ４６ ２～５ Ｎ－１６°－Ｗ

第197~199図 ＰＬ．68 ２６ ２ Ａ～Ｅ ４ 北４１９５８ 　－４７２５８ ～ 南４１８５５ 　－４７２３５ １１３．５ ２２ ～ ２８０ ６～ ２６ ―
北から南、４１９０５ －４７２５０
で東、４１９０４ －４７２４２で南。
２７・２８溝と重複。

第197~199図 ＰＬ．69 ２７ ２ Ａ・Ｂ ４ 北４１８９５ 　－４７２３９～  南４１８６２ 　－４７２３２ ３５．３ １７ ～ ６３ ５～９ Ｎ－１０°－Ｗ ２６溝と重複。

第200図 ＰＬ．67 ２８ ２ Ｂ・Ｃ ４ 北東４１９１９ －４７２５４ ～ 南西４１９０２ －４７２６０ １８．２ １８ ～ ３２ ６～１１  Ｎ－１８°－Ｅ ２６溝と重複。

第201図 ＰＬ．69 ２９ ２ Ｆ・Ｇ ４ 北西４２００９ －４７２６８ ～ 南東４１９９６ －４７２５７ １８ １８ ～ ４６ ５～１ ７ Ｎ－４０°－Ｗ

第202・203図 ＰＬ．69 ３０ ２ Ｃ ４ 北４１９２７ 　－４７２５３ ～ 南４１９１９ 　－４７２５３ ９ ２０ ～ ７３ ３～８ Ｎ－３°－Ｗ

第202・203図 ＰＬ．69 ３１ ２ Ｃ ４ 北４１９２６ 　－４７２５０ ～ 南４１９１８ 　－４７２５０ ７．８ ２０ ～ ５７ １～２ Ｎ－３°－Ｅ

第202・203図 ＰＬ．70 ３２ ２ Ｃ ４ 北４１９２０ 　－４７２４８ ～ 南４１９１３ 　－４７２４８ ７．１ １５ ～ ４６ ２～６ Ｎ－４°－Ｗ

第204・205図 ＰＬ．70・71 ３３ ２ Ｅ～Ｇ ４ 北東４２０２５ －４７２２９～  南西４１９４９ －４７２４５ ９３．５ １８４ ～ ７０８ ２６ ～ ８０ ―

４５・４６溝と重複。北東か
ら南西、４１９９５ －４７２５０で南
東。４１９７５ －４７２３５で南から
南西。笠１号溝と接続。

第206図 ＰＬ．71 ３４ ２ Ｆ ４ 北西４２００６ －４７２７３ ～ 南東４１９９１ －４２２６５ １６．７ ４３ ～９ ０ ９～１ ６ Ｎ－２９°－Ｗ

第207図 ＰＬ．71 ３５ ２ Ｅ～Ｇ ４ 北東４１９７９ －４７２５７ ～ 南西４１９５５ －４７２６１ ２５．７ ２２ ～１ ２０ ３～１ ８ Ｎ－１１°－Ｅ

第183図 ＰＬ．64 ３６ ２ Ｅ ２ 北４１９７８ 　－４７２３４ ～ 南４１９６１ 　－４７２３２ １６．９ ５０ ～ ７０ １～７ Ｎ－６°－Ｗ

第192図 ＰＬ．67 ３７ ２ Ｅ ３ 北西４１９８１ －４７２４１～  南東４１９７３ －４７２２７ １６．６ ２２ ～ ５７ １～６ Ｎ－６０°－Ｗ

第215図 ＰＬ．75 ３８ ３ Ｇ ３ 北東４２０４８ －４７１６２ ～ 南西４２０１５ －４７１７９ ５０．８ ３３ ～ ２５０ ４～ ３２ Ｎ－５３°－ＥＮ－５０°－Ｗ

北東から南西、４２０２３ －
４７１８８で南東。４面６０溝と
重複。
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挿図
第　図

写真
図版
ＰＬ．

号 区 面 Ｘ＝４１…、４２…    Ｙ＝－４７…   
Ｘ＝４１…、４２…    
Ｙ＝－４７…   

長軸
(ｍ) 短軸 (㎝)深さ(㎝) 主軸方位 備考

第216図 ＰＬ．75 ３９ ３ Ｅ・Ｆ ３ 北４２０３１ 　－４７１５８ ～ 南東４２００８ －４７１５４ ２４．５ ６０ ～ ２１８ ３～８ Ｎ－１１°－Ｗ 北から南、４２０１１ －４７１５７で南東。

第217図 ＰＬ．75 ４０ ３ Ｆ １ 北４２０２１ 　－４７１９２ ～ 南４２０１１ 　－４７１９１ １０．３ ６３ ～１１ ７ １～６ Ｎ－８°－Ｗ

第184図 ＰＬ．64・65 ４１ ２ Ｈ・Ｉ ２ 北４２０６０ 　－４７２６０ ～ 南４２０２９ 　－４７２６１ ３１．１ １２ ～ ４０ １～１１  Ｎ－２°－Ｅ ４２溝、６畑と重複。

第185図 ＰＬ．64・65 ４２ ２ Ｉ ２ 北西４２０７０ －４７２６１～  南４２０５２ 　－４７２６１ ２４．１ １３ ～ ４７ ３～１１  ―
北西から南、４２０６０ －４７２５６
で南西、４２０５７ －４７２６２で南。
４１溝と重複。

第186図 ＰＬ．65 ４３ ２ Ｉ ２ 西４２０７５ 　－４７２５４ ～ 東４２０７６ 　－４７２４９ ５．５ ４５ ～９ ０ １～５ Ｎ－８４°－Ｅ

第187図 ＰＬ．65 ４４ ２ Ｉ ２ 北４２０９９ 　－４７２６０ ～ 南４２０９０ 　－４７２６０ ９．８ ３０ ～ ５６ ４～７ Ｎ－３°－Ｗ

第208・209図 ＰＬ．72 ４５ ２ Ｅ・Ｆ ４ 北東４１９９３ －４７２３５ ～ 南４１９５４ 　－４７２４５ ４４．７ ３０ ～１ ２１ ３～ ２１ Ｎ－４８°－ＥＮ－４°－Ｅ
北東から南西、４１９８２ －
４７２４５で南。３３・４６溝と重複。

第204・205図 ＰＬ．70・71 ４６ ２ Ｆ ４ 北４２００５ 　－４７２４０ ～ 南４１９９２ 　－４７２４１ ５１．５ ４１～  ２１８ ３１～  ５９ Ｎ－７°－Ｅ ３３・４５溝と重複。

第218図 ＰＬ．75 ４７ ３ Ｅ １ 北東４１９９０ －４７１９８ ～ 南４１９８１ 　－４７２００ １０．２ ３８ ～ ８７ １～９ ― 北東から南西、４１９８４ －
４７２００で南東。

第193図 ＰＬ．67 ４８ ２ Ｉ ３ 西４２０５８ 　－４７２４８ ～ 東４２０５９ 　－４７２４２ ６．４ ３４ ～ ６２ １～６ Ｎ－８２°－Ｅ

第194図 ＰＬ．67 ４９ ２ Ｉ ３ 北東４２０７３ －４７２３２ ～ 南西４２０６７ －４７２３５ ７．３ １２ ～ ４４ ２～５ Ｎ－１９°－Ｅ

第195図 ＰＬ．67 ５０ ２ Ｉ ３ 西４２０７０ 　－４７２４９～  東４２０７０ 　－４７２３９ ９．６ ３０ ～ ５９ ２～５ Ｎ－８５°－Ｅ

第196図 ＰＬ．67 ５１ ２ Ｉ ３ 西４２０７７ 　－４７２３９～  東４２０７８   －４７２３４ ５．３ ５５ ～ ７０ ３～５ Ｎ－８０°－Ｅ

第221図 ＰＬ．76 ５２ ３ Ｇ ４ 北東４２０５３ －４７１９７ ～ 南西４２０３１ －４７２０６ ２７．６ ７５ ～ ３１８ １５ ～ ３８ ―
３３溝と重複。北から
南、４２０４５ －４７１９７で南西。
４２０４０ －４７２０５で南。

第222図 ＰＬ．76 ５３ ３ Ｆ ４ 西４２０３５ 　－４７２１１～  東４２０３５   －４７２０６ ５．３ ３６ ～ ６２ ３～８ Ｎ－８７°－Ｅ ５２溝と重複。

第223図 ＰＬ．78 ５４ ３ Ｅ～Ｇ ４ ７０ ― 自然流路。個別図作成しな
い。

第210・211図 ＰＬ．72 ５５ ２ Ｉ ４ 北西４２０８１ －４７２７１～  南東４２０６８ －４７２５８ １９．１ ２６ ～ ４８ ４～１１  Ｎ－４５°－Ｗ ５６溝と並走。

第210・211図 ＰＬ．72 ５６ ２ Ｉ ４ 北西４２０８２ －４７２８０ ～ 南東４２０６５ －４７２５５ ３２．２ ４８ ～１ ００ ６～１ ３ Ｎ－４５°－Ｗ
３竪、５７溝と重複。南西か
ら北東、４２０８３ －４７２７８で南
東。

第210・211図 ＰＬ．72 ５７ ２ Ｉ ４ 北西４２０８１ －４７２８０ ～ 南東４２０６３ －４７２５７ ３０．３ ４５ ～ ２１８ ５～ ３６ ―

５６溝と重複。北西部分５９溝
を５７溝の延長とした。南西
から北東、４２０８２ －４７２７８で
南東。

第210・211図 ＰＬ．72 ５８ ２ Ｉ ４ 北西４２０６４ －４７２５４ ～ ４２０６１     －４７２５１ ６．５ ５１～１  ６０ ５～ ２１ Ｎ－６°－Ｗ
３竪穴、５６・５７溝と重複。
西から東、４２０６４ －４７２５１で
南。

欠番 ５９ ５９溝を５７溝に変更。

第224図 ＰＬ．77 ６０ ３ Ｆ・Ｇ ４ 東４２０４８ 　－４７１６２ ～ ４２０３９     －４７１７５ １６．２ ７２ ～１ ３２ １６ ～ ３８ Ｎ－５０°－Ｅ

第212図 ＰＬ．73 ６１ ２ Ｉ ４ 北東４２０９１ －４７２６５ ～ 南西４２０８４ －４７２７３ １１．２ ２４ ～ ４２ ４～１ ２ Ｎ－４９°－Ｅ

第213図 ＰＬ．73 ６２ ２ Ｉ ４ 北東４２０６３ －４７２４５ ～ 南西４２０５４ －４７２６１ ２３．２ １４ ～ ６３ ２～１１  Ｎ－６１°－Ｅ ４２３Ｐと重複。

第219・220図 ＰＬ．76 ６３ ３ Ｂ・Ｃ ３ 北西４１９４１ －４７１８９～  南４１９０８   －４７１８０ ３６．７ ２７ ～１ ０５ ４～１ ８ Ｎ－１５°－Ｗ

第226図 ＰＬ．78 ６４ ３ Ｂ・Ｃ ４ 北４１９５０ 　－４７１６４ ～ 南４１９３７   －４７１６４ １３ ３１６ ～ ４５０ ３０ ～ ３８ Ｎ－１°－Ｗ ４２４Ｐと重複。推定長：Ａ溝２３．６ｍ・Ｂ溝２７．５ｍ。

第225図 ＰＬ．77 ６５ ３ Ｇ ４ 北東４２０５９ －４７１９４ ～ 南西４２０４５ －４７２０５ １７．４ ２６８ ～ ４７３ ６７ ～ ７６ Ｎ－３６°－Ｅ 調査は３３溝。６５溝に変更。笠１号溝と接続。

第180図 ＰＬ．4-8 ６６ ２ Ｈ・Ｉ ２ 北東４２０２５ －４７２４８ ～ 南西４２０２２ －４７２５０ ２．８ ４０ ～ ５２ ２～３ Ｎ－３０°－Ｅ

第182図 ＰＬ．4-8 ６７ ２ Ｆ ２ 北４２００６   －４７２６３ ～ 南４１９９８    －４７２６２ ８．３ ２６ ～ ５０ ２～４ Ｎ－６°－Ｗ

第176図 ＰＬ．63 ６８ ２ Ｉ １ 北東４２０８７ －４７２７２ ～ 南西４２０６９ －４７２８４ ２１ ３４ ～ ７０ ３～１ ７ Ｎ－３４°－Ｅ 石組暗渠排水を、６８溝に変更。

第214図 ＰＬ．5-3 ６９ ２ Ｆ ４ 北西４２００１ －４７２６８ ～ 南東４１９９８ －４７２６４ ４．７ ２６ ～ ４３ １～４ Ｎ－５３°－Ｗ

第214図 ＰＬ．5-3 ７０ ２ Ｆ ４ 北西４２００１ －４７２６３ ～ 南東４１９９８ －４７２６２ ２．７ １５ ～ ２３ １～２ Ｎ－１７°－Ｗ
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　本遺跡２区２面・３面・４面、３

区４面から、耕作痕群１１基、畑と考

えられる遺構７群を検出した。

　２区２面からは、おびただしい数

のピット状の掘り込みと、極めて浅

い数条の並行する溝状の掘り込みが

検出されている。前者のピット状の

掘り込みについては、鋤または鍬に

よる耕作痕と考えられる。後者の浅

い並行する溝状の掘り込みは、畑の

畝間の痕跡と考えた。同じ耕作の痕

跡ではあるが、前者を耕作痕、後者

を畑と峻別して報告する。

　これらの耕作痕群・畑は、Ａｓ－Ｂ軽

石混土層から検出されている。Ａｓ－Ｂ

軽石降下後のものについては、「畑」

と呼称するものとした。

　２区３面からは６・７号耕作痕群

が検出した。耕作痕の形状は、２面

検出の耕作痕とほぼ同様である。２

区４面からは、８～ １０号耕作痕群、

３区４面より１１号耕作痕群が検出し

た。４面検出の耕作痕は、前述の２

面・３面の耕作痕の形状と異なる。

不定形な帯状、楕円または長円状を

呈するもので、小ピットや凹凸のあ

るものもある。

　１０　耕作痕群・畑

第227図　2・3区耕作痕群・畑位置図
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耕作痕群（第227図、ＰＬ.3-3・4）

２区２面

　密集度の濃淡はあるものの、２区のほぼ全域から検出

されている。一定のまとまりがあるものについては、そ

の範囲を示して遺構番号で呼称するが、散漫に分布する

ものについては一括して１号耕作痕群として報告する。

　耕作痕の形状は、円形・三角形・方形状など多様で、

大きさも０．０５ ～ ０．２ｍと一律でない。農耕具の種類およ

び使い方に起因するものと考えられる。

１号耕作痕群（第228図、ＰＬ.79・80）　

位置　２区Ａ～Ｄ２面、２号耕作痕を除く２区Ａ～Ｄに

あるすべての耕作痕を一括する。

規模・形状　２区Ａでは、いくつかの耕作痕群がある。

９号溝西側、８・９号溝間、８・１７号溝間、１８・１９号溝

の南側と北辺部に認められる。８・９号溝間と８・１７号

溝間のものは濃密な分布を示し、１８・１９号溝の北辺部は

両溝に沿って分布する。２区Ｂでは、南東部で畑の区画

を思わせる一群、南中央部に南北に列状に分布する一群、

１号溝に沿い列状に分布する２つの群、２１号溝の東に密

集する一群のほか、２区Ｂ全面に散在する耕作痕群があ

る。２区Ｃでは、１号溝の東西に密集する一群、中央部

南に東西に列状に分布する一群、南北に列状に分布する

一群のほか、全面に散在するものがある。２区Ｄでは、

畑の区画を思わせる東西に列状に並ぶ一群と南北に列状

に並ぶ一群、１号溝の東西に密集する一群のほか、全面

に散在するものがある。

所見　昭和６２年の土地改良以前は、旧地割りに沿った耕

作痕群はないが、溝付近の耕作痕群は溝との関連性が高

い。Ａｓ－Ｂ軽石混土層下面の検出で、中・近世に推定される。

２号耕作痕群（第228図、ＰＬ.79・80）　

位置　２区Ｂ～Ｅ２面、調査区西寄りに並ぶ。

規模・形状　２区Ｂ～Ｅにかけて、幅２．４５ ～ ２．７ｍ、南

北長軸６２ｍの帯状に密集する耕作痕群とその西側に断片

的に密集して並行する一群である。耕作痕の様相は、列

状に並ぶということはなく、耕作が複数回繰り返された

ような痕跡と捉えられる。

所見　土地改良以前の旧農道および１号溝の中間にあ

り、それらと並行している。南北軸が長く、旧地割りと

は一致していない。中・近世に推定される。

３号耕作痕群（第229図、ＰＬ.4-8・86）　

位置　２区Ｆ２面、Ｆ中央東寄りに分布。

規模・形状　東西１５ｍ、南北６．３ｍ内に散在する。耕作

痕群の中では、分布密度が薄い。７号畑が北側に、南側

に１号畑がある。

所見　顕著な傾向が認められない。中・近世に推定され

る。

４号耕作痕群（第231図、ＰＬ.4-2・80）　

位置　２区Ｉ２面、２区Ｉ西半部に濃密に分布する。

規模・形状　大きく５群に分けられる。北側に２群、中

央に１群、南側に２群が認められる。密集する様相は、

各群ともに東西方向に列状に痕跡を残すが、地境のよう

な形跡は認められない。また、耕作痕群の列に沿って、

畝間状の掘り込みが所々で確認されている。

所見　本遺構の東に隣接して、４１・４２号溝、３号井戸が

あり、同じ２面からの検出ということもあって、関連性

が考えられる。また、本遺構の北辺の東西方向は、土地

改良前の地割りに沿うか平行である可能性がある。中・

近世に推定される。

５号耕作痕群（第230図、ＰＬ.4-3・80）　

位置　２区Ｉ２面、２区Ｉ北中央付近、４４号溝と２号井

戸の間に広がる。

規模・形状　南北の列状に並行する。南北軸は西に３０°

程振れる。

所見　本遺構の南辺は、土地改良前の地割りに沿う可能

性がある。中・近世に推定される。
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０ 5m１:200

０ 5m１:200０ 5m１:200

トレンチ

トレンチ

トレンチ

トレンチ

トレンチ

トレンチ

3竪

2竪

3井

41溝

42溝

417P

419P

418P

109.45

109.45

109.45

109.45109.45

109.45

109.4
5

109.55

109
.55

109.55

109.55

109.55

109.55 109.
65

109.60 10
9.
60

109.60

109.60

109.70

109.50

10
9.
50

109.50

109.50

109.50

109.50

109.50

調
査
区
外

調査区外

撹乱

撹乱

4号耕作痕群
X=42060

X=42055

X=42050

X=42070

X=42065

Y-
=4
72
85

Y-
=4
72
80

Y-
=4
72
75

Y-
=4
72
70

Y-
=4
72
70

Y-
=4
72
65

Y-
=4
72
65

Y-
=4
72
60

Y-
=4
72
55

7畑

108
.95

109.05

109
.05

109.15

109.10

109.00

109.00

109.25

109.20

109.15

109.10

X=41990

X=42000

X=41995

Y-
=4
72
50

Y-
=4
72
45

Y-
=4
72
40

Y-
=4
72
35

3号耕作痕群 トレンチ
トレンチ

撹乱

165土

2井
44溝

10
9.
55

10
9.
65

10
9.
65

10
9.
65

10
9.
60

10
9.
60

10
9.
60

10
9.
70

109.50

109.50調査区外

X=42090

X=42100

Y-
=4
72
45

X=42100

X=42095

Y-
=4
72
60

Y-
=4
72
55

Y-
=4
72
50

Y-
=4
72
55

Y-
=4
72
50

Y-
=4
72
45

5号耕作痕群
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２区３面

６号耕作痕群（第232図、ＰＬ.4-8・81・86）　

位置　２区Ｇ３面、２区Ｇ北西部２２号溝東側。

規模・形状　東西方向に１４条が列状に並行する。東西軸

長５．２ ～ ６．９ｍを計る。

所見　３面検出のため、Ａｓ－Ｂ軽石が純層的な堆積をする。

耕作痕の分布範囲は、畑の地割りを表している可能性が

ある。本遺構の西に隣接する２２号溝は、最下層にＡｓ－Ｂ軽

石が純層堆積していることから、本遺構と同時期に存在

したと言え、関連遺構と判断できる。

７号耕作痕群（第232図、ＰＬ.4-8・81・86）　

位置　２区Ｈ３面、２区Ｈ中央西寄りに位置する。

規模・形状　東西方向に１３ ～ １４条が列状に並行する。

東西軸長０．８ ～ ２．４ｍを計る。

所見　３面検出のため、Ａｓ－Ｂ軽石が純層的な堆積をする。

耕作痕の分布範囲は、畑の地割りを表している可能性が

ある。近隣に２面検出の４１号溝があるが、関連性は定か

でない。

第232図　２区G３面６号耕作痕群、H3面７号耕作痕群

H

G
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０ 5m１:200
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8号耕作痕群

２区４面

　２区および３区で４面検出の耕作痕は、Ａｓ－Ｂ軽石混土

層除去後の下面で確認された遺構である。Ａｓ－Ｂ軽石を覆

土中に含まず、Ａｓ－Ｂ軽石降下時には埋没していた遺構で

もある。

８号耕作痕群（第233図、ＰＬ.81）　

位置　２区Ａ４面、２区Ａ西寄りに位置する。

規模・形状　不定型な帯状に画され、南北方向・東西方

向に交差する形状で、掘り込みは浅い。若干の凹凸が認

められ、南北３．３ｍ、東西８ｍの範囲に広がりをみせる。

農耕具等の特定は困難である。

所見　４面検出のため、古墳時代以降。Ａｓ－Ｂ軽石降下ま

での遺構と推定される。

第233図　２区A4面８号耕作痕群

B

A
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９号耕作痕群（第234図、ＰＬ.5-3・86）　

位置　２区Ｆ４面、２区中央より西に位置する。

規模・形状　形状は、円形状、楕円状、長円状、溝状な

どがあり、小ピットを伴い凹凸のあるものなど、大きさ

も多様。東西方向７ｍ、南北方向８．８ｍの範囲に分布する。

円形状・楕円状・長円状のものなど列をなす。

所見　４面検出のため、古墳時代以降、Ａｓ－Ｂ軽石降下ま

での遺構と推定される。

１０号耕作痕群（第234図、ＰＬ.5-3・81）　

位置　２区Ｇ４面、２区Ｇ中央よりやや西寄りに位置す

る。

規模・形状　楕円状の浅い掘り込みが３条の列をなす。

小ピットを伴うものもある。北側の列１２ｍ、中央の列

４．９ｍ、南側の列８．８ｍを計る。

所見　４面検出のため、古墳時代以降、Ａｓ－Ｂ軽石降下ま

での遺構と推定される。

第234図　２区F4面９号耕作痕群、G４面１０号耕作痕群

G

F

H
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１１号耕作痕群（第235図、ＰＬ.81）　

位置　３区Ｂ４面、３区Ｂ北側中央６３号溝と重複か。

規模・形状　楕円および不定型な形状を呈し、浅い掘り

込みで、東西方向３．０ｍ、南北２．８ｍの範囲に広がる。

所見　4面検出のため、古墳時代以降Ａｓ－Ｂ軽石降下まで

の遺構と推定される。

第235図　３区B4面１１号耕作痕群

B
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畑（第227図、第10表）

　７群の畑が検出された。検出された畑は、畝間と考え

られる浅い溝状のもので、畝としては検出していない。

７群の畑は、調査時に決められた遺構番号をそのまま踏

襲し、報告したい。

１号畑（第236図、ＰＬ.82）

位置　２区Ｆ２面、Ｘ＝４１９７４ ～ ４２０００、Ｙ＝－４７２３２ ～

２４７。

方位　Ｎ－８８°－Ｅ、Ｎ－１°－Ｗ。

埋没土層　褐色土１層を確認した。Ａｓ－Ｂ軽石を多く含む。

断面形は丸みを帯びた浅い皿状を呈す。

規模・形状　１８条の畝間が検出された。このうち、⑰・

⑱の２条は南北方向のもので、他は東西方向である。残

存状況は悪く、詳細は不明。

所見　畝間が重複するが、新旧は不明。Ａｓ－Ｂ軽石が多く

含まれることから、Ａｓ－Ｂ軽石降下時前後に存在した可能

性がある。中・近世と推定される。

２号畑（第237図、ＰＬ.82）

位置　２区Ｆ２面、Ｘ＝４１９６２～ ９７０、Ｙ＝－４７２２４～ ２３９。

方位　Ｎ－１２°－Ｗ、Ｎ－８０°－Ｅ。

埋没土層　褐色土１層を確認した。Ａｓ－Ｂ軽石を含む。断

面形は丸みを帯びた浅い皿状を呈す。

規模・形状　８条の畝間が検出された。西側と東側の２

つのまとまりに分けることができる。畝間①～⑤は、南

北に走行し、畝間距離は０．８ ～ ０．９ｍを計る。⑥・⑦は

東西方向、⑧は南北方向に走行。

所見　畝間⑥～⑧と①～⑤とは別の単位の畑と考えられ

る。中・近世と推定される。

３号畑（第238図、ＰＬ.83）

位置　２区Ｅ２面、Ｘ＝４１９５０ ～ ９５９、Ｙ＝－４７２３７ ～

２５３。

方位　Ｎ－８４°－Ｅ、Ｎ－８０°－Ｅ、Ｎ－８０°－Ｗ。

埋没土層　確認できなかった。断面形は丸みを帯びた浅

い皿状を呈す。

規模・形状　１３条の畝間が検出された。３つの単位に分

けられる。①～⑦は、畝間距離は０．３５ｍと０．５ｍのもの

が混在する。⑧～⑩の畝間距離は０．６ｍと１．２５ｍ、⑫・

⑬は０．９ｍを計る。

所見　中・近世と推定される。

４号畑（第239図、ＰＬ.83 ～ 85）

位置　２区Ｉ２面、Ｘ＝４２０８４～ ０９８、Ｙ＝－４７２３０～ ２４３。

方位　Ｎ－７３°－Ｅ。

埋没土層　褐色土・にぶい褐色土主体。Ａｓ－Ｂ軽石と思わ

れる軽石を多く含む。断面形は丸みを帯びた皿状。

規模・形状　２４条の畝間が検出された。畝間距離は０．４

～ １．１ｍを計り、一つの単位の畑と考えられる。

所見　本遺構は２区で最も標高値が高い位置にあり、比

較的に残存状態は良い。西側に広がることも考えられる。

Ａｓ－Ｂ軽石が多く含まれることから、Ａｓ－Ｂ軽石降下時前後

に存在した可能性がある。中・近世と推定される。

５号畑（第240図、ＰＬ.86）

位置　２区Ｆ～Ｈ２面、Ｘ＝４２０００ ～ ０２３、Ｙ＝－４７２４８

～ ２７３。

方位　Ｎ－７５°－Ｅ、Ｎ－８３°－Ｅ。

埋没土層　確認できなかった。断面形は丸みを帯びた浅

い皿状を呈す。断面形は丸みを帯びた逆台形状。

規模・形状　３０条の畝間が検出された。３～４の単位に

分けられる。①～⑤の畝間距離は、０．４ ～ ０．９５ｍ、⑥～

⑨の畝間距離は０．９５ｍ前後で均一である。⑩～㉑の畝間

距離は０．４５ ～ １．２ｍあるが、０．９ｍ前後のものが多い。

①から㉑の長軸方位はほぼ同一であり、畑のまとまりと

も考えられる。㉓～㉗は緩やかな弧を描く。㉘～㉚は㉓

～㉗の一群か。

所見　中・近世と推定される。

６号畑（第241図、ＰＬ.86）

位置　２区Ｈ２面、Ｘ＝４２０２８～ ０４１、Ｙ＝－４７２３０～ ２７８。

方位　Ｎ－８３°－Ｗ。

埋没土層　確認できなかった。断面形は丸みを帯びた浅

い皿状を呈す。断面形は丸みを帯びた逆台形状。

規模・形状　２１条の畝間が検出された。２区Ｈ中央部よ

り東側に分布の中心があるが、畑のまとまりとしては捉

えにくい。東西方向の畝間として散在する。畝間①～⑤

はほぼ直線上に走行する。

所見　中・近世と推定される。
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１	褐色土(１０ＹＲ４／４)　しまりあり。Ａｓ－Ｂ軽石を多
く、黄褐色土を含む。　
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１	褐色土(１０ＹＲ４／４)　しまり
あり。Ａｓ－Ｂ軽石を１５ ％、
黄褐色土と混土。　



０ ５ｍ１: 100

０
１
ｍ

１
:4
0

L=
10
9.
80
m

Ｂ
Ｂ
′

暗
渠

㉔
⑮

⑰
⑲

㉑
㉒

㉓

1
1

2
3
3

1
2
1

2
1

2

109.55

109.55

109.55

109.55
109.55

109.55

109.55
109.55

109.65
109.65

109.65
109.65

109.65

109.65
109.65

109.65

109.65

109.65

109.60

109.60

109.60

109.60

109.60

109.60
109.60

109.60
109.60

109.60

109.60
109.60

109.60

109.60

109.70

109.50
109.50

109.50
109.50

Ａ

Ａ
′

Ｂ

Ｂ
′

撹乱

調
査
区
外

調
査
区
外

トレンチ

撹乱

撹乱

撹乱 撹乱

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱
⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

4号畑

095-235

085-235

L=
10
9.
90
m

Ａ
Ａ
′

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

1
1

1
1

1
1

1
2

1
2

2
1

2
2

2
2

2
3

2
1

2
1

1
1

2
2

1
1

1
1

1
1
1

1
暗
渠

L=
10
9.
90
m

Ａ
Ａ
′

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

1
1

1
1

1
1

1
2

1
2

2
1

2
2

2
2

2
3

2
1

2
1

1
1

2
2

1
1

1
1

1
1
1

1
暗
渠

L=
10
9.
90
m

Ａ
Ａ
′

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

1
1

1
1

1
1

1
2

1
2

2
1

2
2

2
2

2
3

2
1

2
1

1
1

2
2

1
1

1
1

1
1
1

1
暗
渠

第239図　２区Ｉ２面４号畑

第３章　確認された遺構と遺物

252

①
－
１
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
４)
　
し
ま
り
あ
り
。
粘
質
土
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
３
％
含
む
。

②
－
１
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土(

１０
ＹＲ
５／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

③
－
１
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
土(

１０
ＹＲ
７／
３)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
５０
％
含
む
。

④
－
１
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
３)
　
し
ま
り
あ
り
。
粘
質
土
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
１０
％
含
む
。

⑤
－
１
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑥
－
１
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑦
－
１
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
土(

１０
ＹＲ
６／
３)
　
や
や
し
ま
り
あ
り
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
１５
％
含
む
。

⑦
－
２
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
３)
　
し
ま
り
あ
り
。
粘
質
土
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
５
％
含
む
。

⑧
－

１
　

に
ぶ

い
黄

橙
色

土(
１０
ＹＲ
６／
３)
　

や
や

し
ま

り
あ

り
。
Ａｓ

－Ｂ
軽

石
を

１５
％
含
む
。

⑧
－
２
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
４)
　
や
や
し
ま
り
あ
り
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
１０
％
含
む
。

⑨
－
１
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
４)
　
や
や
し
ま
り
あ
り
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
多
く
含
む
。

⑨
－
２
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
３)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
多
く
含
む
。

⑩
－
１
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
３)
　
や
や
し
ま
り
あ
り
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
５
％
含
む
。

⑩
－
２
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
２０
％
含
む
。

⑪
－
１
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
３)
　
や
や
し
ま
り
あ
り
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
５
％
含
む
。

⑪
－
２
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
２０
％
含
む
。

⑫
－
１
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
土(

１０
ＹＲ
５／
３)
　
し
ま
り
あ
り
。
シ
ル
ト
質
。

⑫
－
２
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土(

１０
ＹＲ
５／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑬
－
１
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
６)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
１５
％
含
む
。

⑬
－
２
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土(

１０
ＹＲ
５／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑭
－
１
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
３)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
５
％
含
む
。

⑭
－
２
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土(

１０
ＹＲ
５／
３)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
１０
％
含
む
。

⑭
－

３
　

暗
褐

色
土(

１０
ＹＲ
３／
３)
　

や
や

し
ま

り
あ

り
。
Ａｓ
－Ｂ
軽

石
を
１０

％
含
む
。

⑮
－
１
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
土(

１０
ＹＲ
６／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑮
－
２
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
４)
　
し
ま
り
あ
り
。
粘
質
土
。

⑯
－
１
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
土(

１０
ＹＲ
６／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑯
－
２
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
４)
　
し
ま
り
あ
り
。
粘
質
土
。

⑰
－
１
　
灰
黄
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
。

⑰
－
２
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土(

１０
ＹＲ
５／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑱
－
１
　
灰
黄
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
。

⑱
－
２
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑲
－
１
　
灰
黄
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
。

⑲
－
２
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
６)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

⑲
－
３
　
黒
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
２)
　
や
や
粘
質
土
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
３
％
含
む
。

⑳
－
１
　
灰
黄
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
。

⑳
－
２
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

㉑
－
１
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
６)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
と
混
土
。

㉒
－
１
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土(

１０
ＹＲ
５／
４)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。

㉒
－
２
　
暗
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
２)
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
７
％
含
む
。

㉓
－
１
　
褐
色
土(

１０
ＹＲ
４／
４)
　
軽
石
層
。

㉓
－
２
　
黒
褐
色
土(

１０
ＹＲ
３／
２)
　
や
や
粘
質
土
。
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
を
５
％
含
む
。

㉔
－
１
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
　
Ａｓ
－Ｂ
軽
石
層
。
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第240図　２区Ｆ～Ｈ２面５号畑
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０
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⑰
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⑲
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⑧
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第241図　２区Ｈ２面６号畑
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028
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030
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⑪ ⑱

6号畑



０ ５ｍ１: 100

０ １ｍ１:40

10
9.
30

10
9.
35

109.35

109.35

109.30

109.30

109.30

109.25

109.25

109.25

109.20

109.15

109.15

109.20

Ａ
Ａ
′

撹乱

156土

①

②

③

④

⑤

⑥

7号畑

995
-232

008
-232

000
-240

995
-243

L=109.30mＡ Ａ′
① ③ ④

⑤
L=109.30mＡ Ａ′

① ③ ④

⑤

７号畑（第242図、ＰＬ.86）

位置　２区Ｆ２面、Ｘ＝４１９９５ ～ ４２００８、Ｙ＝－４７２３２ ～

２４３。

方位　Ｎ－８９°－Ｅ、Ｎ－６８°－Ｅ。

埋没土層　確認できなかった。断面形は丸みを帯びた浅

い皿状を呈す。断面形は丸みを帯びた逆台形状。

規模・形状　６条の畝間が検出された。①・②は畝間の

主軸方位が異なり、畝間距離は０．８ｍを計る。③・④間

の畝間距離３．５ｍ、④・⑤間は２．６ｍを計る。⑥の南およ

び東側は、３号耕作痕群が展開する。

所見　①・②、③～⑤、⑥の三つのまとまりと捉えるこ

とができる。中・近世と推定される。

第242図　２区Ｆ２面７号畑
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１号畑畝間計測表(㎝)　　第236図、ＰＬ．82
番号 主軸方位 長さ 幅 深さ
① Ｎ－８６°－Ｅ １８４＋１１２ ２３ ３
② Ｎ－８８°－Ｅ ３３７ ２６ ２
③ Ｎ－８９°－Ｅ ５４２ ２８ ３
④ Ｎ－８８°－Ｗ １５６ ２６ ４
⑤ Ｎ－８１°－Ｅ １２８＋１０４ １７ ２

　⑥　 Ｎ－８３°－Ｅ ４９１＋１５１ ２６ ２
⑦ Ｎ－７８°－Ｅ ６８ １７ ３
⑧ Ｎ－８９°－Ｅ ４６６ ２１ ３
⑨ Ｎ－８０°－Ｅ １６７ ２３ ２
⑩ Ｎ－８９°－Ｅ ３３１ １７ １
⑪ Ｎ－７７°－Ｅ １９８ ２６ ２
⑫ Ｎ－８２°－Ｅ ２９６ ２６ ２
⑬ Ｎ－８７°－Ｅ １１５ １６ ３
⑭ Ｎ－８６°－Ｗ ４４５ ２８ ３
⑮ Ｎ－８５°－Ｗ ６５＋６１ ２２ ２
⑯ Ｎ－８１°－Ｗ １１６ ２０ ２
⑰ Ｎ－１°－Ｗ ３４５ ２５ ２
⑱ Ｎ－５°－Ｗ １６５＋１０４ ２４ ２

２号畑畝間計測表(㎝)　第237図、ＰＬ．82
番号 主軸方位 長さ 幅 深さ
① Ｎ－８°－Ｗ ３２８＋８３ ２１ ２
② Ｎ－１０°－Ｗ １６１＋１１８ ２０ ４
③ Ｎ－１０°－Ｗ １３３＋８３ １９ ３
④ Ｎ－１２°－Ｗ ４５４ ２０ ４
⑤ Ｎ－１０°－Ｗ ６２ １９ ３

　⑥　 Ｎ－７７°－Ｗ ６８ ２０ ２
⑦ Ｎ－７９°－Ｅ ２０２ ２０ ２
⑧ Ｎ－７°－Ｗ １０８ ２６ ４

３号畑畝間計測表(㎝)　第238図、ＰＬ．83
番号 主軸方位 長さ 幅 深さ
① Ｎ－８２°－Ｅ ２０６＋１０４ ２０ ２
② Ｎ－８３°－Ｅ ３４２＋７４ １８ ２
③ Ｎ－８２°－Ｅ ２３６ １４ ２
④ Ｎ－７８°－Ｅ １９０ ２２ ２
⑤ Ｎ－８１°－Ｅ １３５＋７１ １７ １

　⑥　 Ｎ－８８°－Ｅ ７８ １３ ２
⑦ Ｎ－８４°－Ｅ １６５ ２１ ３
⑧ Ｎ－８１°－Ｅ １１５ １６ ２
⑨ Ｎ－７９°－Ｅ １７５ １８ １
⑩ Ｎ－７５°－Ｅ １７１ １４ ２
⑪ Ｎ－８４°－Ｗ ９５ １６ ２
⑫ Ｎ－８２°－Ｗ １７８ ２０ ４
⑬ Ｎ－８９°－Ｗ １２６ １９ ３

４号畑畝間計測表(㎝)　第239図、ＰＬ．83~85
番号 主軸方位 長さ 幅 深さ
① Ｎ－５４°－Ｅ １６７ ２０ １
② Ｎ－５４°－Ｅ ３１２ ２５ ２
③ Ｎ－６２°－Ｅ ２３５ ２５ ２
④ Ｎ－６０°－Ｅ ３４８ ２６ ４
⑤ Ｎ－６２°－Ｅ １７０ ２５ ３

　⑥　 Ｎ－６５°－Ｅ ２４８ ２３ ６
⑦ Ｎ－６４°－Ｅ １８５ ２７ ６
⑧ Ｎ－６９°－Ｅ ３３５ ３９ ８
⑨ Ｎ－７３°－Ｅ ３９４ ２７ ４
⑩ Ｎ－７０°－Ｅ ２９６ ２２ ４
⑪ Ｎ－７１°－Ｅ ２２５ ２１ ３
⑫ Ｎ－６９°－Ｅ ３７０ ２９ ５
⑬ Ｎ－７３°－Ｅ ３７９ ２８ ４
⑭ Ｎ－６９°－Ｅ ３０８ ２６ ４
⑮ Ｎ－７４°－Ｅ ３９９ ２９ ８
⑯ Ｎ－７３°－Ｅ ２６０ ２７ ２
⑰ Ｎ－７５°－Ｅ ２６１＋１８２ ２９ ２
⑱ Ｎ－６０°－Ｅ １９１ ２１ ２
⑲ Ｎ－６９°－Ｅ ５２１ ３１ ４
⑳ Ｎ－６７°－Ｅ １６４ ２６ ３
㉑ Ｎ－６８°－Ｅ ４０３ ３３ ４
㉒ Ｎ－６７°－Ｅ ４０１ ３３ ５
㉓ Ｎ－６８°－Ｅ ２１３ ２７ ４
㉔ Ｎ－７４°－Ｅ ８９＋８６ ２３ ３

５号畑畝間計測表(㎝)　第240図、ＰＬ．86
番号 主軸方位 長さ 幅 深さ
① Ｎ－８５°－Ｅ ２０１ ２７ ４
② Ｎ－７７°－Ｅ ２３１ ２９ ５
③ Ｎ－８０°－Ｅ ３０９＋２２６ ２４ ４
④ Ｎ－７９°－Ｅ ５６１ ３２ ５
⑤ Ｎ－８０°－Ｅ １７３ ２８ １

　⑥　 Ｎ－７３°－Ｅ ２２３ ２１ ２
⑦ Ｎ－７４°－Ｅ ３５９ ２１ ４
⑧ Ｎ－７６°－Ｅ ２１２ １９ ３
⑨ Ｎ－７７°－Ｅ ２８９ ２７ ５
⑩ Ｎ－７２°－Ｅ １８６ １４ ２
⑪ Ｎ－８０°－Ｅ ４８１ ２１ ２
⑫ Ｎ－７５°－Ｅ ６８３ ２３ ２
⑬ Ｎ－７５°－Ｅ １０４８ ３１ ３
⑭ Ｎ－７６°－Ｅ １０３２ ２９ ３
⑮ Ｎ－７５°－Ｅ ７４９ ２２ ４
⑯ Ｎ－７２°－Ｅ ３６９ ２２ １
⑰ Ｎ－７６°－Ｅ ７５４ １９ ２
⑱ Ｎ－７７°－Ｅ ４１５ ２１ ２
⑲ Ｎ－７８°－Ｅ ３７３ ２４ ３
⑳ Ｎ－８１°－Ｅ ３４５ １７ ２
㉑ Ｎ－７９°－Ｅ １０５ ２１ ５
㉒ Ｎ－８０°－Ｅ １７８ ２１ ４
㉓ Ｎ－８７°－Ｗ ３１１＋９７ ２３ ４
㉔ Ｎ－８１°－Ｅ ３３３＋１３３ ２１ ２
㉕ Ｎ－８２°－Ｅ ３７５＋２７６＋２６６ ２９ ３
㉖ Ｎ－８２°－Ｅ ８０６ ３１ ２
㉗ Ｎ－８３°－Ｅ ３０２＋１７７＋４８ ２４ ２
㉘ Ｎ－８１°－Ｅ １３６＋６１ １９ ３
㉙ Ｎ－８７°－Ｅ １２１ １７ ２
㉚ Ｎ－７０°－Ｅ １４４＋８１ １９ ２
㉛ Ｎ－７８°－Ｅ １６８ １８ ５

６号畑畝間計測表(㎝)　第241図、ＰＬ．86
番号 主軸方位 長さ 幅 深さ
① Ｎ－８３°－Ｅ ７６５ ２４ ４
② Ｎ－８７°－Ｅ ３８６ ２３ ３
③ Ｎ－８２°－Ｅ ２６４ ２２ ２
④ Ｎ－８３°－Ｅ １３１ ２１ ２
⑤ Ｎ－７９°－Ｅ ２４１ ２１ １

　⑥　 Ｎ－７９°－Ｅ ２１９ ２１ ２
⑦ Ｎ－８３°－Ｅ １５１ １６ １
⑧ Ｎ－８８°－Ｅ １５７＋１０４ １９ ２
⑨ Ｎ－７９°－Ｅ １５８ ２７ ２
⑩ Ｎ－８１°－Ｅ ８５ ２２ １
⑪ Ｎ－８２°－Ｅ ２７９ ２１ ３
⑫ Ｎ－８３°－Ｅ １２８ ２８ ２
⑬ Ｎ－７８°－Ｅ ２１９ ４４ ２
⑭ Ｎ－８３°－Ｅ １４４＋１１６ ４２ ４
⑮ Ｎ－８３°－Ｅ １５７＋５９ ２９ ４
⑯ Ｎ－８５°－Ｅ ６９ １８ ２
⑰ Ｎ－７６°－Ｅ ２９７ ２７ ３
⑱ Ｎ－７８°－Ｅ １６４ ２２ ６
⑲ Ｎ－８４°－Ｅ １４３ ２９ ４
⑳ Ｎ－８０°－Ｅ ２２２ ３１ ４
㉑ Ｎ－８２°－Ｅ ８３９ ４５ ２

７号畑畝間計測表(㎝)　第242図、ＰＬ．86
番号 主軸方位 長さ 幅 深さ
① Ｎ－６６°－Ｅ １３９ １９ ２
② Ｎ－６９°－Ｅ ２８９ １９ ２
③ Ｎ－８６°－Ｅ ３２９＋１７６ １９ １
④ Ｎ－８７°－Ｅ ３２１＋２４２＋５ ２１ ２
⑤ Ｎ－８８°－Ｗ ７１９ ２６ ３

　⑥　 Ｎ－８７°－Ｅ ２５７ ２１ ２
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０ ｍ

　２区１面の精査時に１号溝に沿って、畦畔状の

わずかな高まりが確認された。溝状遺構に沿う高

まりということもあって、調査時に畦畔の可能性

が指摘されている。精査の段階では、１号溝の東

側一帯について水田区割りその他の水田関連遺構

の検出を追求したものの、関連する水田遺構の検

出には至らなかった。そのため、植物珪酸体分析

を行うことによって、稲作の痕跡を検証していく

こととした。また、植物珪酸体分析により、遺跡

地の植生等を復元し、遺跡の総合的理解に努める

こともあわせて目的とした。分析結果については、

第４章自然科学分析「第4節植物珪酸体分析」の項

を参照されたい。

　植物珪酸体分析の結果、２区ＤのＣＤ間東西セ

クション（第244図）において採取された土壌２点

より、栽培植物のイネ属が検出された。残念なが

ら、栽培植物のイネ属の植物珪酸体含量の値が高

くなく、安定した稲作を裏付けるまでには至らな

い結果であった。良好な結果が得られたわけでは

ないが、１号溝の東側一帯に広がる平坦面が、水

田面として否定されるものではなく、その可能性

が高いことに変わりはない。ここでは、これらの

ことを総合的に考えて畦畔・水田面として報告す

ることとした（第243図）。

畦畔　位置：２区Ｂ～Ｄ１面、北Ｘ＝４１９４７、Ｙ

＝－４７２５７ ～南Ｘ＝４１９００、Ｙ＝－４７２４７。

規模：検出全長４７．７0ｍ、幅０．２0 ～ ０．７0ｍ、高さ

０．０１ ～ ０．０２ｍ。

長軸方位：Ｎ－１４°－Ｗ。

 Ａｓ－Ｂ軽石混土上面で検出される。畦畔の土壌と

東側に広がる水田面の土壌との差異は認められな

かった。

水田面　２区１号溝東側の平坦面全域が水田面の

可能性がある。広範囲な面積を持つものと考えら

れるが、水田区画・水口などの関連遺構は検出さ

れなかった。下面（２~4面）から、耕作痕群・畑

が検出している。

所見　畦畔・水田面ともに１面検出であり、中・近世に

推定される。１号溝に伴う畦畔と考えられるが、１号溝

から近世の遺物の出土はなく、１号溝覆土中にはＡｓ－Ｂ軽

石が含まれることから、中世の畦畔・水田面の可能性が

高い。

　１１　畦畔・水田面

(第243・244図、PL.87）

第243図　２区B～D1面畦畔・水田面

D

C

B
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ＣＤ間東西セクション
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C・D間東西セクション土層説明、(畦畔・水田面分析地点)	
Ⅱ‐3　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまりあり。As-B軽石粒、茶色土粒を

含む。
Ⅱ‐4　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　粘質土。As-B軽石粒を僅かに、茶色土

粒をやや多く含む。
Ⅲ　　As-Bアッシュと軽石の堆積。
Ⅳ‐0　黒色土(10YR1.7/ )　粘質土。白色粒子(白色光物)僅かに含む。
Ⅳ　　黒色土(10YR2/1)　粘質土。Hr-FA・As-C軽石を含む。
Ⅳ-1　黒色土(10YR2/1)　粘質土。Hr-FA・As-C軽石を僅かに含む。
Ⅴ-1　暗褐色土(10YR3/3)　砂質土。As-B軽石、黄褐色土ブロックの混土層。
Ⅴ-2　暗褐色土(10YR3/3)　砂質土。
Ⅵ-1　黒褐色土(10YR3/2)　粘質土。Ⅴ+Ⅵ、ロームブロックを少量含む。
Ⅷ　　暗褐色土(7.5YR3/3)　砂質土。
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　１２　遺構外からの出土遺物

(第245 ～ 249図、PL.99）

　調査各区の遺構外より、古代～近代までの土器・陶器・

磁器・石製品・鉄製品・銅製品（銭貨）が出土した。図示

したものを区ごとにまとめて報告したい。

表採　１は銅製のキセル雁首。

１区

 １は土師器甕、陶器碗２は近世、同３は近代。

２区

　１～３は奈良・平安時代の遺物で、２は甕胴部に線刻

が認められる。４～６は在地系土器で、４は中世の内耳

鍋、５・６は近世後半の焙烙および鉢。７は常滑甕で中

世か。８は焙烙底部を再利用した土製品。９は近世後半

の備前磁器碗。銭貨１０は宋銭、１１・１２は江戸時代の一文銭。

１３ ～ １５は鉄製品、１３は火打金、１５は刀子。１６は火打石。

３区

　１は須恵器杯で外面に漆が付着する。２～７は備前陶

磁器で、２・４・５は青磁、６・７は陶器、いずれも

近世後半。８～ １２は瀬戸美濃陶器で、８～ １０は近世、

１１・１２は近代か。１３は中世常滑の甕、１４は近世の在地

系の焙烙。１５・１６は鉄製品の刀子と釘。銭貨１７は宋銭、

１８・１９は江戸時代の一文銭。

第247図　２区遺構外出土遺物1

第245図　表採出土遺物

第246図　１区遺構外出土遺物
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０ ２㎝１:１ ０ ５㎝１:３

０ 10㎝１:４

第249図　３区遺構外出土遺物

第248図　２区遺構外出土遺物2
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Ｂ
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礫範囲

1号縄文土器包含層

1埋設

28住

　１　概要（第250図）

　宮久保遺跡から検出した当該期の遺構・遺物は多くは

ない。

　弥生時代の遺構は、いずれも１区から検出され、竪穴

住居１軒、底部が穿孔された埋設土器１基を確認した。

遺物としては、これらの遺構に伴う弥生土器と遺構外か

ら弥生土器および石器（石鍬）が出土した。　

　縄文時代の遺構としては、縄文土器包含層が１区で確

認され、遺物は包含層に伴う縄文土器および遺構外その

他から出土した縄文土器や石器がある。

　旧石器時代については、１区でのトレンチ調査を実施

したが、遺構・遺物は検出されなかった。そのため、旧

石器時代の面的な調査には至っていない。

第２節　弥生時代～旧石器時代の遺構と遺物

第250図　弥生・縄文時代遺構位置図

第11表　弥生・縄文時代土器胎土分類表

第2節　弥生時代～旧石器時代の遺構と遺物

263

分類 特徴

Ａ 中量の長石、黒・灰色石及び、少量の石英の礫・粗砂と繊維を含む
やや粗雑な胎土。

Ｂ 中量の長石、石英、灰色石の粗・細砂と繊維を含むやや粗雑な胎土。

Ｃ 多量の結晶片岩粗砂及び中量の石英、長石の粗・細砂と繊維を含む
やや粗雑な胎土。

Ｄ 中量の長石、石英、黒・灰色石の粗・細砂を含むやや緻密な胎土。
Ｅ 多量の長石、石英、黒・灰色石の礫・粗砂を含むやや緻密な胎土。

Ｆ 多量の長石、石英と少量の角閃石、黒・灰色石の粗・細砂を含むや
や緻密な胎土。

Ｇ 多量の長石、角閃石、黒・灰色石の粗・細砂と中量の石英粗砂を含
むやや緻密な胎土。

Ｈ 多量の長石、黒・灰色石の粗・細砂と少量の石英粗砂を含むやや緻
密な胎土。

Ｉ 中量の長石、石英、黒・灰色石の粗・細砂と微量の雲母細砂を含む
やや緻密な胎土。
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　２　弥生時代

　宮久保遺跡から検出した弥生時代の遺構と遺物は、竪

穴住居１軒と埋設土器１基、それらの遺構に伴う出土土

器および遺構外からの出土遺物（土器・石器）がある。

（１）竪穴住居

第251図　１区D５面２８号住居

炉
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１	　黒褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石を多量に含む。　
２	　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム・白色粒を少量含む。
３	　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
４	　茶褐色土　しまりあり。粘質土。
５	　暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム・黒色土ブロックを含む。

１	　暗褐色土　粘質土。ローム粒を少量含む。
２	　赤褐色土　しまりあり。粘質土。焼土含む。
３	　焼土層



０ 10㎝１:３
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２８号住居（第251・252図、ＰＬ.88・89-1）

位置　１区Ｄ５面、Ｘ＝４１９８６ ～ ９９３、Ｙ＝－４７３０５ ～

３１２。

重複　４号溝、７４・１１８・１３４号土坑、５７ ～ ６１・２７８・

３２７ ～ ３２９・３５７・３８４号ピットと重複。いずれの遺構よ

りも、本遺構が古い。

平面形状　南側が４号溝、１１８・１３３号土坑に掘削される

が、不整形な形状を呈す。

主軸方位　Ｎ－６８°－Ｅ。

規模　長軸５．３２ｍ以上、短軸５．３０ｍ。残存壁高０．１５ ～

０．２ｍ。

面積　（２６．６２㎡）以上。

埋没土層　黒褐色土主体。４層が観察された。人為的に

埋め戻された痕跡はなく、住居廃絶後自然堆積した可能

性が高い。

床面　概ね平坦であるが、住居南側がやや高くなる傾向

が認められる。

炉　住居中央部で確認された。不整円形を呈し、底面で

焼土層が確認されている。径０．６５ｍ、深さ０．０７ｍ。

その他　柱穴等は確認されなかった。

掘り方　暗褐色土主体。０．０２ ～ ０．０５ｍで地山に達する。

顕著な掘り込みは確認できなかった。

遺物　掲載遺物の他、弥生時代の土器片１２０点が出土し

た。掲載遺物は、４・１２は床面から、他は床面付近から

出土した。１～４は甕胴部片で、２・３は同一個体。１

は縄文に縦位の入れ子文が施され、２は入れ子文の中心

に円形貼り付け文を貼付、４は横線区画文に縄文を充填

している。５・６は同一個体で、鋸歯文と横沈線が施さ

れる壺形土器の口縁部片。７・８も同一個体と考えられ

る口縁部片で、口唇部および口縁部にＲＬ縄文、胴部に

結節縄文が施される壺または甕と思われる。９・１０は甕

胴部片、９は外面に刷毛目、１０は内外面にナデが施され

る。１１・１２は底部片で、１１は内外面横ナデ、１２は木葉痕

と被熱剥離痕およびスス状炭化物の付着が認められる。

所見　出土遺物から弥生時代中期後半に比定され、本住

居の西側６ｍで検出した１号埋設土器も中期後半の所産

と考えられるもので、関連性について検討する必要があ

る。

第252図　１区D5面２８号住居出土遺物

第2節　弥生時代～旧石器時代の遺構と遺物

265

1(1/4)

9(1/4)

11(1/4)

12(1/4)

10(1/4)

2 3

4
5 6

7

8



０ 10㎝１:４０ 50㎝１:10
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1
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（２）埋設土器

１号埋設土器（第253図、PL.88・89-1）

位置　１区Ｄ５面、Ｘ＝４１９８６、Ｙ＝－４７３１７。

出土状況等　表土掘削後の遺構確認の際に検出した。付

近には関連すると考えられる掘り込みはなく、ピット

等も検出されなかったため、屋外埋設土器と認定した。

平面・断面の観察から、長軸０．４ｍ、短軸０．３３ｍ、深さ

０．１７ｍの楕円形状のピットに土器を埋設したもので、茶

褐色土を切り込んでいた。土器内部の土層は、顕著な残

留物は認められず、やわらかくしまりがある粘質土で

あった。

関連遺構　２８号住居に隣接するが、関連遺構は確認でき

なかった。

遺物　底部が焼成後に穿孔された口径部を欠く壺形土器

である。胴下半部のみ残存し、胴部外面上半部に横位の

ＲＬの縄文が施される。

所見　埋設土器内から本遺構の性格を推定できる遺留物

は検出されておらず、近辺から焼土・炭化物等も確認さ

れなかったため、遺構の性格の特定には至らない。底部

穿孔の意図についても了解するには根拠に乏しく、類例

の蓄積の上に検討する必要がある。出土土器は、弥生時

代中期後半に比定され、２８号住居と同時期の所産と言え

る。

第253図　１区D5面１号埋設土器
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１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
２ 茶褐色土　しまりあり。粘質土。
３ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。

1



０ 10㎝１:４

０ 10㎝１:３

（３）遺構外からの出土遺物（第254図、ＰＬ.100）

土器

　１～３区のすべてに調査区から少量ながら出土してい

る。１区は古代の竪穴住居やピット、２区は２・４面、

３区は４面からそれぞれ出土している。いずれの土器も

弥生時代中期後半に比定されるものである。

　１は３本歯の櫛描波状文、２・３は平行沈線が施され

る。４・６は沈線区画内にＲＬ縄文を、５は疑似縄文が

充填されている。７はＲＬ縄文のみ、８は口縁部片で櫛

描波状文・簾状文が施される。９・１０は底部片で、９は

被熱風化、１０は網代痕が観察される。

石器

　石器については遺構に伴わない場合、その時期判定は

難しい側面があり、断定できるものではない。ここでは、

縄文時代の石器として扱った遺物を含め、縄文・弥生時

代のいずれも可能性があるという認識で報告するものと

したい。

　１～３区から出土した。11 ～ 15はいずれも石鍬で、

11 ～ 13・15は分銅形、14は撥形を呈す。13・15の石材

は黒色頁岩、11・12・14はホルンフェルス製である。

13・15は先端部に使用痕、１1・1２・1４は両側縁の摩滅が

観察される。

第254図　弥生時代遺構外出土遺物

15　写真のみ
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　３　縄文時代

　縄文時代の遺構と遺物は、縄文土器包含層からの遺物

と遺構外から土器・石器が確認された。包含層からは、

土器のみの出土であった。

（１）縄文土器包含層

１号縄文土器包含層（第255図、ＰＬ.90）

位置　１区Ａ５面、Ｘ＝４１８６８ ～ ８７２、Ｙ＝－４７２８０ ～

２８４。

規模・形状　およそ南北４ｍ、東西４ｍの範囲にあり、

厚さ０．１ ～ ０．３２ｍに分布する。分布範囲の中央付近には

φ０．１５ ～φ０．２５ｍの８個の礫が確認された。

包含層　暗褐色土主体。２層が確認された。最下層にロー

ム漸移層が認められた。

出土層位　２層の暗褐色土から出土した。

遺物　８片の土器片の他、一括遺物の土器片がある。１・

２はいずれも深鉢で、１は横位の縄文が施される胴部片、

２は口縁部片で横位隆帯文が施される。

所見　土器包含層の下層にローム漸移層の堆積が認めら

れることから、下層にはローム層が存在し、扇状地形の

自然堤防状の微高地に残された包含層と考えられる。出

土土器は、縄文時代中期三原田式に比定される。

第255図　１区A5面１号縄文土器包含層と出土遺物

第３章　確認された遺構と遺物

268

１ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。白色軽石、ローム
粒を含む。

２ 暗褐色土　しまりあり。粘質土。ローム粒を少量含む。
３ ロームざん移層

1

2



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

（２）その他の出土遺物（第256・257図、ＰＬ.101・102）

　遺構外または時代の異なる遺構から出土した遺物につ

いて、報告したい。縄文時代早期茅山式から後期加曾利

Ｂ２式期までの土器・石器が出土している。縄文土器に

ついては、実測したものは写真を含めすべて掲載した。

石器については、実測し掲載したものの他、写真のみ掲

載したものがある。石器は、縄文時代および弥生時代の

どちらにも帰属するものがあり、大型の打製石斧のみ石

鍬として弥生時代のものとして取り上げた。磨石・敲石・

石鏃等は縄文時代のものとして取り扱うこととした。

土器　１～７は内外面に条痕文が施された茅山式期のも

ので、胎土中に繊維を含む深鉢土器の一群である。１・

２は口縁部片で、他は胴部片である。２は口唇部に刻目

が施され、７は外面に縄文が認められる。８・９は諸磯

ａ式期の深鉢胴部片で、横位のＲＬ縄文に２条の横位

沈線、９は縦位のＲＬ縄文が施される。１０は諸磯ｃ式期

の深鉢口縁部片で、集合沈線文・口縁部に円形貼付文が

ある。１１ ～ １３は加曾利Ｅ式期の深鉢で、１２は底部片。

１１・１２は縦位のＲＬ縄文に、１１は２条の沈線、１３は懸垂

文内を磨り消している。１４ ～ ２０はいずれも縄文時代後

期に所属する。沈線区画文のある１４・１５は称名寺Ⅱ式、

１６ ～ １８は堀之内１式、１６は沈線文とＲＬ縄文、１７は口

縁部に横位沈線がめぐらされ、１８は懸垂状の沈線文が施

されている。１９は堀之内２式で、２条の横位刻目細隆起

線、下位沈線区画文内にＲＬ縄文が施される。２０は３単

位突起のある深鉢で、内面に円形刺突が施される。２１は

板状土偶と考えられ、左肩部から胴部上位が残存する。

左肩部を折り返して表現し、ＲＬ縄文が施されるもので、

縄文時代前期の可能性が考えられる。

石器　22は大形の剥片を剥離したと考えられる船底状を

呈す石核、２3・24は磨石で、25は敲石である。23・24は

ほぼ全面に摩滅が認められ、25は上下端部に敲打痕が認

められる。22は黒色頁岩製、23・25は粗粒輝石安山岩製、

24は溶結凝灰岩製。26 ～ 33は石鏃、34は楔形石器、35

～ 42は打製石斧、43・44は二次加工痕のある剥片石器、

45は磨石、46・47は石核で、47は船底状を呈す。

第256図　縄文時代遺構外出土遺物1
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０ 10㎝１:３

第257図　縄文時代遺構外出土遺物2

26 ～ 47　写真のみ
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　４　旧石器時代（第258・259図、PL.91）

　宮久保遺跡から旧石器時代の遺構・遺物は検出されな

かった。本調査では、１区ＣＤにおいて５カ所にわたっ

てトレンチ調査を実施したが、旧石器時代の遺物や遺構

等の痕跡は認められず、面的な調査に至ることはなかっ

た。整理の段階で第257図、ＰＬ.101－22の船底型石器につ

いて、その形状等から旧石器時代の終末期に比定される

細石刃核の可能性を考えたが、大型であることや石器面

の風化の度合いなどから、船底状を呈した大形の剥片を

剥離した石核と判断するに至り、縄文時代の所産とした。

　

ここでは、トレンチ調査について報告する。

トレンチ調査

　１～３のトレンチでは、ローム漸移層下に黄褐色ロー

ム、明褐色ロームと続き、Ⅳ層では、ＹＰ層を確認した。

ＹＰ層下は、灰褐色ロームとなり、最下面は藪塚面を構成

する砂礫層となる。

　4トレンチでは、YP層下に間層を挟まず砂礫層とな

る。

第258図　1区CD旧石器トレンチ位置図
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第259図　１区CD旧石器試掘トレンチ配置図と土層断面
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旧石器トレンチ５
１　明黄褐色土(１０ＹＲ６／８)　褐色土を含む。
２　黄色土(２．５Ｙ８／２)　黄橙色細粒を多く含

む。上位は小礫、下位は粘質土。
３　灰白色土(１０ＹＲ８／２)　しまりあり。白色

細粒を多く含む。
４　Ａｓ－ＹＰ層　灰白～にぶい黄橙色細粒を多

く、褐色細粒を僅かに含む。
５　黄橙色土　２枚の褐灰色砂粒で、上下の

ローム土。下位に６層の一部混入。
６　褐灰色土(１０ＹＲ６／１)　軽石粒を多く含む。
７　粘質土主体。　砂粒含む。鉄分付着。　
８　淡黄色砂粒主体。ラミナ状。４つに分層。
９　砂層　ラミナ状。下位に鉄分付着。２つ

に分層。
１０　砂礫層　褐色砂粒主体。礫を含む。

旧石器トレンチ４
１　黄褐色土(１０ＹＲ５／６)　褐色土を含む。黄橙色細粒

を僅かに、黄色土ブロックを少量含む。
２　黄色土(２．５Ｙ８／６)　黄橙色細粒を多く、黄色土ブ

ロックを少量含む。
３　Ａｓ－ＹＰ層(火山灰層か)　しまりあり。鉄分付着。
４　Ａｓ－ＹＰ層(軽石層)　黄色軽石主体。
５　砂礫層　褐色砂(河川堆積)。円礫を多く含む。

旧石器トレンチ１～３　
Ⅰ　ローム漸　移層
Ⅱ　黄褐色ローム
Ⅲ　明褐色ローム
Ⅳ　ＹＰ
Ⅴ　灰褐色ローム　しまりあり。
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１　調査区から八王子丘陵遠景　南西から

３　１区ＡＢ１～５面全景　南から２　調査区１～３区全景　南から

遺跡全景 PL.1

1区 ２区 ３区



１　１区Ｃ１～５面全景　南から

２　１区Ｄ１～５面中央部分　南から

調査区PL.2



３　２区Ａ～Ｄ２面全景　南から２　２区Ａ～Ｄ１面全景　南から

１　１区Ｅ１～５面全景　南から

調査区 PL.3



１　２区Ｂ１面西寄り　南から

５　２区Ｂ～Ｄ２・３面西半分　東から

３　２区Ｉ２面北東部分　北から

７　２区Ｅ３面全景　南から

２　２区Ｉ２面南西部分　北から

６　２区Ｂ２・３面西部分　東から

４　２区Ｉ２面全景　南から

８　２区Ｆ～Ｈ３面全景　南から

調査区PL.4



５　２区Ｅ～Ａ４面全景　北から

４　２区Ｉ４面全景　南から３　２区Ｆ～Ｈ４面全景　南から

２　２区Ｉ３面南東部分　北から１　２区Ｉ３面全景　南から

調査区 PL.5



４　３区ＦＧ４面全景　南から

３　３区Ｂ１～３面西部分　南から

２　３区Ｅ１～３面全景　北から

１　３区ＦＧ１～３面全景　南から

調査区PL.6



５　４号住居全景　西から

４　１号住居南壁寄り遺物出土状態　北から３　１号住居カマド全景　北西から

２　１号住居掘り方全景　西から１　１号住居全景　南から

１区１・４号住居 PL.7



８　３号住居炉全景　北西から７　３号住居全景　南西から

６　２号住居貯蔵穴断面（B-B′）　南東から５　２号住居貯蔵穴全景と遺物出土状態（１）　南東から

４　２号住居全景　西から３　２号住居全景　南から

２　４号住居遺物出土状態（１）　西から１　４号住居カマド全景　西から

１区２～４号住居PL.8



１　５号住居全景　西から

５　５号住居遺物出土状態（６）　北から

２　５号住居カマド全景　西から

４　５号住居カマド焚口部遺物出土状態（１・２）　西から

３　５号住居カマド遺物出土状態（３・５）　南西から

１区５号住居 PL.9



１　６号住居全景　西から

２　６号住居遺物出土状態全景　西から

４　６号住居カマド掘り方全景　西から

３　６号住居カマド全景　西から

５　６号住居カマド断面（D-D′）　西から

１区６号住居PL.10



５　８号住居カマド焚口部遺物出土状態（３）　南西から

２　６号住居南東隅遺物出土状態　北西から

４　８号住居カマド全景　北西から

３　８号住居全景　北西から　

１　６号住居カマド遺物出土状態（３）　西から

１区６・８号住居 PL.11



１　９号住居全景　南から

２　９号住居遺物出土状態全景　西から

４　９号住居炉全景　南から

３　９号住居掘り方全景　西から

５　９号住居貯蔵穴全景　北から

１区９号住居PL.12



５　10号住居北東隅遺物出土状態（２・３）　西から

２　９号住居遺物出土状態（６）　西から

４　10号住居カマド全景　南から

３　10号住居全景　南から

１　９号住居南西隅遺物出土状態（１～５）　北から

１区９・10号住居 PL.13



１　11号住居全景　西から

２　11号住居掘り方全景　西から

４　11号住居カマド使用面全景　西から

３　11号住居カマド上面全景　西から

５　11号住居カマド掘り方全景　西から

１区11号住居PL.14



７　15号住居南壁寄り遺物出土状態（１）　北西から

６　15号住居カマド全景　西から

５　15号住居全景　西から

３　17号住居全景　南西から ４　17号住居掘り方全景　西から

１　12号住居全景　西から ２　12号住居カマド全景　西から

１区12・15・17号住居 PL.15



１　13号住居全景　南東から

２　13号住居遺物出土状態全景　南東から

４　13号住居１号炉全景　南東から

３　13号住居掘り方全景　南西から

５　13号住居２号炉全景　南東から

１区13号住居PL.16



５　16号住居遺物出土状態（４）　北西から

２　16号住居カマド全景　西から

４　16号住居カマド袖前遺物出土状態（２）　西から

３　16号住居カマド断面（D-D′）　西から

１　16号住居全景　西から

１区16号住居 PL.17



１　18号住居全景　西から

２　18号住居カマド全景　西から

４　18号住居遺物出土状態（１）　西から

３　18号住居カマド断面（D-D′）　西から

５　14号住居全景及び断面（A・B）　南から

１区14・18号住居PL.18



５　19号住居遺物出土状態（１）　北西から

２　19号住居遺物出土状態全景　北西から

４　19号住居カマド全景　北西から

３　19号住居上面礫出土状態全景　北西から

１　19号住居全景　北西から

１区19号住居 PL.19



１　19号住居礫範囲　西から ２　19号住居礫範囲下面掘り込み　西から

４　２0号住居カマド全景　西から

３　２0号住居全景　西から

５　２0号住居カマド断面（C-C′）　西から

１区19・２0号住居PL.20



５　29号住居１（右）・２号カマド全景　西から

３　29号住居全景（21号住居掘り方）　西から

４　29号住居掘り方全景　西から

２　21号住居カマド全景　西から

１　21号住居全景　西から

１区21・29号住居 PL.21



１　22号住居全景　西から

２　22号住居礫出土状態全景　西から

４　22号住居カマド断面（C-C′）　南から

３　22号住居カマド全景　西から

５　22号住居遺物出土状態（１）　東から

１区22号住居PL.22



５　23号住居南東隅礫出土状態　北から

２　23号住居カマド全景　西から

４　23号住居南西隅遺物出土状態（４）　北西から

３　23号住居カマド掘り方全景　北西から

１　23号住居全景　西から

１区23号住居 PL.23



１　24・26号住居全景と１0号溝　西から　

２　24号住居掘り方全景　西から

４　24号住居カマド掘り方全景　西から

３　24号住居カマド全景　西から

５　24号住居北東隅ピット全景　西から

１区24・26号住居PL.24



５　27号住居断面（A-A′東部分）　南から

２　25号住居掘り方全景　西から

４　27号住居As-B軽石堆積状況全景　北西から

３　25号住居カマド全景　西から

１　25号住居全景と１0号溝　西から

１区25・27号住居 PL.25



１　27号住居全景　西から

２　27号住居遺物出土状態全景　西から

４　27号住居南壁際遺物出土状態（２・８）　西から

３　27号住居カマド全景　西から

５　27号住居北壁際遺物出土状態（４）　南から

１区27号住居PL.26



８　４号竪穴状遺構掘り方全景　北から７　４号竪穴状遺構全景　北から

６　３号竪穴状遺構掘り方全景　南から５　３号竪穴状遺構全景　南から

４　２号竪穴状遺構掘り方全景　南から３　２号竪穴状遺構全景　南から　

２　１号竪穴状遺構遺物出土状態　西から１　１号竪穴状遺構全景　西から

１区１号、２区２～４号竪穴状遺構 PL.27



６　２号掘立柱建物P２断面　南から４　２号掘立柱建物P１断面　南から

５　２号掘立柱建物P２全景　南から３　２号掘立柱建物P１全景　南から

２　２号掘立柱建物全景　東から１　１号掘立柱建物全景　南東から

１区１号・２区２号掘立柱建物PL.28



８　２号掘立柱建物P６断面　南から６　２号掘立柱建物P５断面　南から

７　２号掘立柱建物P６全景　南から５　２号掘立柱建物P５全景　南から

４　２号掘立柱建物P４断面　南から２　２号掘立柱建物P３断面　南から

３　２号掘立柱建物P４全景　南から１　２号掘立柱建物P３全景　南から

２区２号掘立柱建物 PL.29



５　９号掘立柱建物全景　南から

４　６号掘立柱建物全景　南から

３　５号掘立柱建物全景　南から

２　４号掘立柱建物全景　南から

１　３号掘立柱建物全景　南から

１区３～６・９号掘立柱建物PL.30



２　８号掘立柱建物全景　南から

１　７号掘立柱建物全景　南から

１区７・８号掘立柱建物 PL.31



８　６号柵P１全景　南から７　１号柵P６全景、28号住居北東隅（弥生時代）　西から

６　15号掘立柱建物全景　南から５　14号掘立柱建物全景　南から

４　13号掘立柱建物全景　南から３　12号掘立柱建物全景　南から

２　11号掘立柱建物全景　南から１　１0号掘立柱建物全景　南から

１区１0～15号掘立柱建物、１・６号柵PL.32

１号柵P６
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１　１～８号柵、４号溝区画内ピット及び周辺の遺構

１区１～８号柵 PL.33



15　14号ピット全景　西から　　　

14　１0号ピット全景　南から

13　９号ピット断面　南から

12　９号ピット全景　南から

11　８号ピット全景　南から

10　７号ピット断面　南から　　　

９　６号ピット断面　南から

８　６号ピット（右）全景　南から

７　５号ピット断面　南から

６　５号ピット全景　南から

５　４号ピット断面　南から　

４　４号ピット全景　南から

３　３号ピット断面　南から２　２号ピット断面　南から１　１号ピット全景　南から

１区ピット１PL.34



15　23号ピット全景　南から

14　22号ピット断面　西から

13　21号ピット断面　西から

12　21号ピット全景　北東から

11　２0号ピット断面　南西から

10　２0号ピット全景　北から

９　19号ピット全景　東から８　18号ピット全景　東から７　17号ピット全景　南から

６　16号ピット全景　西から５　15号ピット全景　西から４　13号ピット断面　南から

３　12号ピット断面　東から２　11号ピット断面　南から１　11～13号ピット全景　南東から

１区ピット２ PL.35



15　49号ピット全景　南西から14　48号ピット全景　南西から13　44～47（右）号ピット全景　西から

12　43号ピット全景　南西から11　42号ピット全景　南西から10　37（右）～41号ピット全景　南西から

９　35（右）・36号ピット全景　南から８　34号ピット全景　北東から７　31（左）・32号ピット全景　西から

６　30号ピット全景　南から

５　29（右）・33号ピット全景　北から

４　27号ピット断面　南西から

３　27号ピット全景　南から

２　28号ピット全景　南から

１　24号ピット全景　北東から

１区ピット３PL.36



15　408号ピット断面　南西から

14　408号ピット全景　南西から

13　407号ピット断面　南西から

12　407号ピット全景　南西から

11　406号ピット断面　南西から　

10　406号ピット全景　南西から

９　４号溝区画内北ピット群１　南から８　405号ピット全景　西から７　４00（１号製鉄関連遺構）号ピット全景
　　　　　　　　　　　　　　　  南から

６　58（右）・329号ピット全景　南から５　57（左）～61号ピット全景　東から４　55号ピット全景　南から

３　54号ピット全景　南から２　53号ピット全景　南から１　50号ピット全景　南西から

１区ピット４ PL.37



1号製鉄関連1号製鉄関連

2号製鉄関連2号製鉄関連

８　２号製鉄関連遺構（401号ピット）断面　北から７　１号製鉄関連遺構（400号ピット）断面　西から

５　１・２号製鉄関連遺構とその周辺　南から６　１号製鉄関連遺構（400号ピット）全景　北から

４　４号溝区画内北ピット群５　南から３　４号溝区画内北ピット群４　南から

２　４号溝区画内北ピット群３　南から１　４号溝区画内北ピット群２　南から

１区ピット５、製鉄関連遺構PL.38



15　416号ピット全景　南から14　415号ピット断面　南東から13　415号ピット全景　南東から

12　414号ピット断面　南から

11　414号ピット全景　南から

10　413号ピット断面　南から

９　413号ピット全景　南から

８　412号ピット断面　南から

７　412号ピット全景　南から

６　411号ピット断面　南から

５　411号ピット全景　南から

４　410号ピット断面　南から

３　410号ピット全景　南から

２　409号ピット断面　南から

１　409号ピット全景　南から

２区ピット１ PL.39



15　424号ピット断面　西から

14　424号ピット全景　西から

13　423号ピット断面　西から

12　423号ピット全景　西から

11　422号ピット断面　南東から

10　422号ピット全景　南東から

９　421号ピット断面　東から

８　421号ピット全景　東から

７　419号ピット断面　南東から

６　419号ピット全景　南から

５　418号ピット断面　南から

４　418号ピット全景　南から

３　420号ピット全景　南から２　417号ピット断面　南西から１　417号ピット全景　南から

２区ピット２、３区ピットPL.40



15　15号土坑断面　南西から

13　12号土坑断面　南から

14　14号土坑断面　南から

12　９号土坑断面　南西から

11　13号土坑断面　南から

10　８・９・12・13（右下）・15号土坑全景
　　　　　　　　　　　　　　　　北から

９　11号土坑断面　南西から８　10号土坑断面　南から７　６号土坑全景　南西から

６　７号土坑断面　南から

５　７号土坑全景　南から

４　５号土坑全景　南から３　３号土坑断面　南から

２　２（右）・４号土坑全景　南から１　１号土坑全景　南から

１区土坑１ PL.41



15　29号土坑全景　北から14　28（左）・29（右）・31号土坑全景
　　　　　　　　   　 東から

13　27号土坑全景　東から

12　26号土坑全景　北から11　25号土坑全景　南から10　24号土坑全景　東から

９　23号土坑全景　西から８　22号土坑全景　北から７　21号土坑全景　西から

６　２0号土坑全景　西から　５　19号土坑全景　南東から４　18号土坑全景　南西から

３　17号土坑断面　西から２　16号土坑断面　西から１　16（右）・17号土坑全景　北から

１区土坑２PL.42

17土

16土



15　50号土坑全景　東から

14　47号土坑全景　西から

13　48号土坑断面　南から

12　48（右）・49号土坑全景　西から

11　46号土坑全景　東から

10　45号土坑全景　南から

９　43（右）・４4号土坑全景　南から８　41号土坑全景　西から７　４0号土坑全景　南から

６　38（右）・39号土坑全景　西から５　36号土坑全景　北東から４　34号土坑全景　東から

３　33号土坑全景　東から２　32号土坑全景　南から１　３0号土坑全景　西から

１区土坑３ PL.43



15　63号土坑断面　南から

14　63号土坑全景　北西から

13　66号土坑全景　南から

12　65号土坑全景　西から

11　62号土坑全景　西から

10　61号土坑全景　西から

９　60号土坑全景　東から８　58号土坑全景　東から７　57号土坑全景　南から

６　56号土坑全景　東から５　55号土坑全景　西から４　54号土坑全景　南東から

３　53号土坑全景　東から２　52号土坑全景　東から１　51号土坑全景　東から

１区土坑４PL.44



15　78・83（右）・84（左）号土坑全景　東から14　76号土坑全景　南東から13　75号土坑全景　南から

12　74号土坑全景　西から11　73号土坑全景　東から10　72号土坑断面　南から

９　71号土坑全景　南から８　68（右）・135号土坑全景　南東から７　67（右）・68号土坑全景　南から

６　８0号土坑断面　西から

５　64・80（左）・110（右）号土坑全景　東から

４　69号土坑断面　東から

３　69号土坑全景　北から

２　63号土坑断面　北から

１　63号土坑全景、79（13掘P1）号ピット　
　　　　　　　　　　　　　　  東から

１区土坑５ PL.45

64土

67土

68土

78土

83土

84土



15　103号土坑全景　東から14　101号土坑全景　西から13　100号土坑全景　東から

12　97号土坑全景　南から11　99号土坑断面　南から

10　99号土坑全景　東から

９　98号土坑断面　南から

８　98号土坑全景　南から ７　83号土坑断面　東から

６　82号土坑断面　南から

５　81号土坑断面　西から

４　96号土坑断面、７号溝　南から

３　96号土坑全景　南から

２　78号土坑遺物出土状態　北東から

１　78号土坑全景　北東から

１区土坑６PL.46



15　114号土坑断面　南から

14　114号土坑全景と出土遺物（１）　南から

13　122号土坑全景　北東から12　118号土坑全景　東から

11　115号土坑全景　東から10　113号土坑全景　南から

９　112号土坑全景　南から８　111号土坑全景　東から７　109号土坑全景　南から

６　108号土坑全景　南から

５　107号土坑全景　北から

４　106号土坑全景　南東から

３　105号土坑全景　南東から

２　104号土坑、496・500号ピット断面　
　　　　　　　　　　　　 　 南西から

１　104号土坑、496・500号ピット全景　
　　　　　　　　　　　　　  南西から

１区土坑７ PL.47



13　130号土坑断面　南から

12　130号土坑全景　東から　

15　132号土坑断面　南西から

14　132号土坑全景　東から

11　129号土坑全景　南から

10　124・127・128号土坑全景　南から

９　120号土坑全景　北から８　120号土坑下面礫出土状態　西から７　120号土坑上面と断面　北から

６　126・113号土坑全景　東から

５　125号土坑断面　南から

４　124号土坑断面　南から

３　123号土坑全景　東から

２　119号土坑断面　南東から

１　119号土坑全景　南から

１区土坑８PL.48

124土 128土

127土

126土

113土



15　146号土坑、236号ピット全景　北から14　144号土坑全景　南から13　143号土坑全景　北西から

12　142号土坑全景　北から11　141号土坑全景　南から10　140号土坑全景　西から

９　139号土坑全景　北東から８　138号土坑全景　南から７　137号土坑全景　南西から

６　136号土坑遺物出土状態（１）　南東から

５　136号土坑全景　西から

４　133号土坑断面　西から

３　133号土坑全景　東から

２　134号土坑全景　東から

１　131号土坑全景　東から

１区土坑９ PL.49

146土

236ピ

136土



15　89号土坑断面　南から14　89号土坑全景　南から

13　86号土坑断面　南から

12　86号土坑全景　南から

11　85号土坑断面　南から

10　85号土坑全景　南から

９　77号土坑断面　南から

８　77号土坑全景　東から

７　157号土坑全景　南から

６　150号土坑全景　南東から

５　149号土坑全景　東から

４　148号土坑全景　東から

３　147号土坑全景　南から

２　145号土坑断面　南から

１　145号土坑全景　西から

１区土坑１0、２区土坑１PL.50



15　95号土坑全景　南から14　95号土坑断面　東から13　95号土坑礫出土状態　南から

12　93号土坑断面　南から

11　93号土坑全景　南から

10　92号土坑断面　南西から

９　92号土坑全景　南から

８　91号土坑断面　南から

７　91号土坑全景　南から

６　90号土坑断面　南から

５　90号土坑全景　南から

４　88号土坑断面　南から

３　88号土坑全景　南から

２　87号土坑断面　南から

１　87号土坑全景　南から

２区土坑２ PL.51



15　161号土坑全景　南から14　121号土坑断面　南から13　121号土坑全景　東から

12　117号土坑全景　南から11　117号土坑断面　南から10　117号土坑礫出土状態　東から

９　116号土坑全景　東から８　116号土坑断面　北から７　116号土坑礫出土状態　東から

６　160号土坑断面　南から

５　160号土坑全景　南から

４　102号土坑断面　南から

３　102号土坑全景　南から

２　94号土坑断面　南から

１　94号土坑全景　南から

２区土坑３PL.52



15　165号土坑全景　南から14　165号土坑断面　南から13　165号土坑礫出土状態全景　南から

12　167号土坑断面　南から

11　167号土坑全景　南から

10　166号土坑断面　南から

９　166号土坑全景　南から

８　164号土坑断面　南から

７　164号土坑全景　南から

６　163号土坑焼土断面　南から

５　163号土坑焼土全景　南から

４　163号土坑焼土断面　南西から

３　163号土坑焼土出土状態全景
　　　　　　　　　　  南西から

２　162号土坑断面　南から

１　162号土坑炭化物出土状態　南から

２区土坑４ PL.53



15　176号土坑断面　南東から14　176号土坑全景　南東から13　175号土坑全景　南東から

12　174号土坑断面　南から

11　174号土坑全景　南から

10　173号土坑断面　南西から

９　173号土坑全景　南西から

８　172号土坑断面　南から

７　172号土坑全景　南西から

６　170号土坑断面　南から

５　170号土坑全景　南から

４　169号土坑断面　南東から

３　169号土坑全景　南東から

２　168号土坑断面　南から

１　168号土坑全景　南から

２区土坑５PL.54



15　171号土坑断面　南から

14　171号土坑全景　南から

13　174～177号土坑全景　　南東から

12　180号土坑断面（東部分）　南東から

11　180号土坑焼土部分全景２　北東から

10　180号土坑焼土部分全景１　南東から

９　178号土坑断面２ 南東から

８　178号土坑断面１　南から

７　178号土坑全景　南から

６　179号土坑全景　南から

５　179号土坑焼土部分全景　南から

４　179号土坑焼土部分断面２　南から

３　179号土坑焼土部分断面１　南から

２　177号土坑断面　南東から

１　177号土坑全景　南東から

２区土坑６、３区土坑 PL.55

177土

175土

176土

174土



２　１号井戸断面　南から

８　１号井戸調査風景７　３号井戸断面　南西から

６　３号井戸全景　南から ５　２号井戸断面　南から

４　２号井戸全景　南から

３　２号井戸上面礫出土状態全景　南から１　１号井戸全景　東から

２区井戸PL.56



１　２・４号溝D全景　南から

５　４号溝断面（G-G′）　南から

２　２号溝断面（A-A′）　南から

４　４号溝遺物出土状態　南東から

３　４号溝南西部隅全景　南西から

１区溝１ PL.57



８　５号溝断面（C-C′）　南西から

７　５号溝断面（B-B′）　南西から

６　５号溝C全景　北から

５　５号溝遺構確認面、25号ピット　北東から

４　３号溝断面（B-B′）　南東から２　４号溝断面（J-J′）　南から

３　３号溝F全景　南西から１　４号溝断面（I-I′）　南から

１区溝２PL.58

25P



８　７号溝断面（B-B′）　西から７　７号溝全景　北から

６　７号溝全景　北東から５　７号溝D全景　南東から

４　５号溝遺物出土状態（６）　南西から３　５号溝遺物出土状態２　南西から

２　５号溝遺物出土状態１　南西から１　５号溝断面（D-D′）　南西から

１区溝３ PL.59



２　10・11・13～15号溝D全景　東から

１　10・11・13～15号溝D全景　西から

１区溝４PL.60

15溝

15溝

11溝

11溝

10溝

10溝

14溝

14溝

13溝

13溝



７　13号溝断面（A-A′）　東から５　　11号溝断面（E-E′）　東から

６　10・13号溝と周辺の溝　西から４　15・11号溝全景　西から

３　14号溝全景と周辺の溝　西から ２　12・14号溝D全景　西から

１　10・11・13～15号溝全景　北東から

１区溝５ PL.61

11溝

15溝
10溝

14溝

12溝

14溝

13溝



７　１号溝Ｂ断面（G-G′）　南から

６　１号溝Ｂ全景　北から

５　１号溝Ｂ～Ｄ全景　北から

４　１号溝Ｅ断面（Ｃ-Ｃ′）　南から

３　１号溝Ａ～Ｄ全景　南から

２　１号溝ＥＦ全景　南から

１　１号溝Ｅ全景　南から

２区溝１PL.62



７　16号溝断面（Ｂ-Ｂ′）　南西から

６　16号溝Ｂ全景　南から

５　８号溝AＢ全景　南から

４　６８号溝I（石組暗渠）全景　北東から ３　９号溝断面（Ｂ-Ｂ′）　南から

２　９号溝AＢ全景　南から１　６号溝Ｂ全景　西から

２区溝２ PL.63

9溝

8溝

16溝



８　41号溝断面（B-B′）　南から

７　41・42号溝I全景　北から

６　36号溝断面（B-B′）　東から

５　36号溝EF全景　南から

４　25号溝断面（B-B′）　南から

３　24号溝断面（B-B′）　南から

２　17号溝断面（B-B′）　南から

１　17号溝A全景　南から

２区溝３PL.64

41溝

42溝



８　21号溝断面（B-B′）　東から

７　21号溝B全景　東から

６　44号溝断面（B-B′）　南から　

５　44号溝I全景　南から

４　43号溝断面（A-A′）　西から

３　43号溝I全景　東から

２　42号溝断面（B-B′）　南西から

１　42（右）・41号溝I全景　南から

２区溝４ PL.65

21溝



６　２0号溝断面ベルト部分　南から

５　２0号溝断面（A-A′）　南から

４　２0号溝AB全景　南から

３　18（左）・19号溝断面（C-C′）　東から

２　18（左）・19号溝断面（B-B′）　東から

１　18・19号溝A全景　東から

２区溝５PL.66

18溝

19溝

20溝



８　28号溝断面（B-B′）　南西から

７　28号溝BC全景　南から

６　51号溝I全景　東から

５　50号溝I全景　西から

４　49号溝I全景　北から

３　48号溝I全景　東から

２　37号溝断面（B-B′）　南東から　

１　37号溝FE全景　北西から

２区溝６ PL.67



６　26号溝断面（Ｄ-Ｄ′）　南から

５　26号溝断面（Ｃ-Ｃ′）　南から

７　26号溝Ａ全景　南から４　26号溝Ｂ全景　南から

３　26号溝ＣＢ全景　南から

２　26号溝Ｄ全景　南から

１　26号溝Ｅ全景　南から

２区溝７PL.68

26溝



８　31号溝断面（A-A′）　南から

７　31号溝C全景　南から

６　３0号溝断面（A-A′）　南から

５　３0号溝C全景　南から

４　29号溝断面（B-B′）　南から

３　29号溝FG全景　南から

２　27号溝Ａ全景　南から

１　27号溝Ｂ全景　南から

２区溝８ PL.69

26溝

27溝

27溝

30溝

31溝

32溝



８　33号溝Ｆ遺物出土状態３７　33号溝Ｆ遺物出土状態２

６　33号溝Ｆ遺物出土状態１ ５　33（右）・46号溝ＥＦ全景　南から

４　33号溝ＦＧ全景　南から

３　33号溝ＦＧ全景　北から

２　32号溝断面（A-A′）　南から

１　32号溝C全景　南から

２区溝９PL.70

32溝

45溝
46溝

33溝



８　35号溝断面（B-B′）　南西から

７　35号溝ＥＦ全景　南から

６　34号溝断面（B-B′）　南から

５　34号溝Ｆ全景　南から

４　46・33号溝断面（-H′）　南から３　46・33号溝断面（H-）　南から

２　33号溝断面（F-F′）　南から１　46号溝断面（F-F′）　北から

２区溝１0 PL.71

35溝



７　58号溝断面（E-E′）　南東から

１　45号溝ＥＦ全景　南から

２　45号溝断面（Ｄ-Ｄ′）　南から ４　57号溝断面（A-A′）　東から

３　56（右）・57号溝I全景　南東から

５　55～58号溝I全景　南東から

６　55（右）～57号溝断面（C-C′）　南東から

２区溝11PL.72

45溝 57溝

56溝

57溝

55溝

56溝

58溝



６　調査区Ｆ～Ｈ４面全景　南から５　調査区Ｆ５面全景　南から

４　62号溝断面（B-B′）　北東から

３　62号溝I全景　西から１　61号溝、173号土坑I全景　南西から

２　61号溝（左）、173号土坑断面（B-B′）　南西から

2区溝12 PL.73

１７３土



１　調査区Ｅ～Ｇ　１～３面　南から

３区溝１PL.74

38溝

39溝

G

38溝

40溝

47溝

Ｆ

Ｅ



８　47号溝E全景　南から

７　40号溝F全景　南から

６　39号溝E南寄り全景　南東から

５　39号溝F北半部全景　南から

４　38号溝断面（A-A′）　南西から

３　38号溝、 ４面60号溝北壁断面　南から

２　38号溝G全景　北東から

１　38号溝G遺物出土状態　北西から

３区溝２ PL.75



８　53号溝F全景　東から

７　52号溝断面（C-C′）　南から

６　52号溝断面（A-A′）　南から

５　52・53・65号溝GF全景　北東から

４　63号溝断面（D-D′）　北から

３　63号溝断面（B-B′）　南から

２　63号溝B南端部全景　南から

１　63号溝BC全景　南から

３区溝３PL.76

63溝

53溝

52溝

65溝



８　60号溝遺物出土状態３７　60号溝遺物出土状態２　南から

６　60号溝遺物出土状態１

５　60号溝断面（B-B′）　南から

４　60号溝GF全景　北東から

３　65号溝遺物出土状態（１）　南から

２　65号溝断面（B-B′）　南西から

１　65号溝G全景　北東から

３区溝４ PL.77

52溝

65溝



８　64号溝断面（C-C′）　南から

７　64号溝断面（B-B′）　南から

６　64号溝ＣＢ全景　北から

５　64号溝C全景　南から

４　54号溝遺物出土状態（種子）

３　54号溝遺物出土状態　南から

２　54号溝Ｅ全景　南から

１　54号溝ＦＧ全景と断面（A-A′）　南から

３区溝５PL.78



１　１号耕作痕群Ａ～Ｄ　南から

２区耕作痕群１ PL.79

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ



８　５号耕作痕群I全景　東から７　５号耕作痕群I全景　西から

６　４号耕作痕群I南部分　南から　　５　４号耕作痕群I北寄り　西から

４　２号耕作痕群Ｅ　南から３　２号耕作痕群Ｄ西寄り　北から

２　１号耕作痕群Ａ近景　北東から１　１号耕作痕群Ａ部分　北東から

２区耕作痕群２PL.80



８　11号耕作痕群B全景　南から７　１0号耕作痕群G全景　南西から

６　９号耕作痕群H全景　南から ５　８号耕作痕群A東寄り　南から　　

４　８号耕作痕群A西寄り　南から

３　８号耕作痕群A全景　南から

２　７号耕作痕群H全景　東から

１　６号耕作痕群G全景　東から

２区耕作痕群３、３区耕作痕群 PL.81



15　２号畑断面④　南から

14　２号畑断面③　南から

13　２号畑断面②　南から

12　２号畑断面①　南から

11　２号畑全景　南から

10　１号畑F全景　南西から

９　１号畑①～⑧全景　南から

８　１号畑断面⑧　東から

７　１号畑断面⑤　東から

６　１号畑⑤～⑧　東から

５　１号畑断面④　東から

４　１号畑断面③　東から

３　１号畑断面②　東から

２　１号畑断面①　東から

１　１号畑①～④　東から

２区畑１PL.82



２　４号畑I全景　北から

１　３号畑E全景　南から

２区畑２ PL.83



15　４号畑断面⑫　東から

14　４号畑断面⑪　東から

13　４号畑断面⑩　東から

12　４号畑断面⑨　東から

11　４号畑⑨～⑭　東から

10　４号畑断面⑧　東から

９　４号畑断面⑦　東から

８　４号畑断面⑥　東から

７　４号畑断面⑤　東から

６　４号畑⑤～⑧　東から

５　４号畑断面④　東から

４　４号畑断面③　東から

３　４号畑断面②　東から

２　４号畑断面①　東から

１　４号畑①～④　東から

２区畑３PL.84



15　４号畑断面㉓　東から

14　４号畑断面㉒　東から

13　４号畑断面㉑　東から

12　４号畑断面⑲　東から

11　４号畑断面⑰　東から

10　４号畑⑰・⑲・㉑～㉓　東から

９　４号畑断面⑳　東から

８　４号畑断面⑲　東から

７　４号畑断面⑱　東から

６　４号畑断面⑰　東から

５　４号畑断面⑯　東から

４　４号畑断面⑮　東から

３　４号畑⑮～⑳　東から

２　４号畑断面⑭　東から

１　４号畑断面⑬　東から

２区畑４ PL.85



３　調査区ＥＦ２・３号畑　南から２　調査区ＥＦ東寄り　南東から

１　調査区Ｆ～Ｈ５～７号畑、３・６・７号耕作痕群

２区畑５PL.86

7耕

6耕

3耕

6畑

7畑

3畑

5畑

2畑

Ｈ

Ｇ

Ｆ



１　Ｂ～Ｄ１面　畦畔、水田面西半部　南から

２区畦畔、水田面 PL.87

1溝

畦畔

Ｄ

Ｃ

Ｂ



１　28号住居全景　南西から

５　１号埋設土器断面　南から

２　28号住居炉　北から

３　28号住居遺物出土状態（１・３・９・10）　北から

４　１号埋設土器出土状態（１）　南西から

１区弥生時代１PL.88



1号埋設土器

28号住居

4溝

３　１号縄文土器包含層　南から

１　調査区Ｄ　南から

２　１号縄文土器包含層　西から

１区弥生時代２、縄文時代１ PL.89



１　調査区Ａ～Ｃ１号縄文土器包含層　南から

１区縄文時代２PL.90

1号縄文土器包含層

Ｃ

Ｂ

Ａ



１　１区C旧石器トレンチ１
　　　　　　　　　　西から

２　１区C旧石器トレンチ２　東から ３　１区C旧石器トレンチ３　南から

４　１区D旧石器トレンチ４
　　　　　　　　　　南から

５　１区D旧石器トレンチ５　南から ６　１区トレンチ調査状態　南西から

７　２区ＡＢ境トレンチ全景　南東から ８　２区ＡＢ境トレンチ断面　南から 11　２区ＣＤ境トレンチ断面２　南から

９　２区ＣＤ境トレンチ全景　南東から 10　２区ＣＤ境トレンチ断面１　南から 12　２区Ｄ５号トレンチ先端南壁断面　
　　　　　　　　　　　　　北東から

13　３区Ｇ３号トレンチ断面　南から 14　３区Ｆ５号トレンチ断面　南から 15　３区Ｆ７号トレンチ断面　南から

トレンチ断面 PL.91



１

１
２

３

1号住居

４号住居

２号住居 ３号住居

８号住居

９号住居

５号住居

６号住居

１区１～６、８・９号住居出土遺物PL.92

１

１

２
２

２

２

２

３

３

３

３

１

４

４

５

６

１

１

１



10号住居

12号住居

13号住居

11号住居

９号住居
１区９～13号住居出土遺物 PL.93

１

１

２

３

３

１

１

２

２

３

４

５

６

７

８

９

４

５

６

７



13号住居

16号住居

17号住居

18号住居

19号住居

１区13・16～19号住居出土遺物PL.94

４
５

１

５

１

１

１

２

６

２

３

７

３

４

８

４



21号住居

29号住居

23号住居

22号住居

１区21～23・29号住居出土遺物 PL.95

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

１

１

２

２

６

３

３

４

４

４

５

８

９

10



27号住居

25号住居

23号住居
１区23・25・27号住居出土遺物PL.96

１

２

５
６

１ ２

３

４

５

６



27号住居 １号竪穴状遺構

33号溝

65号溝60号溝

４号溝

21号溝１号製鉄関連遺構

48号土坑

114号土坑

135号土坑

１区27号住居、１号竪穴状遺構、１号製鉄関連遺構、48・114・
135号土坑、４号溝　２区21・33号溝　３区60・65号溝出土遺物

PL.97

１

１ １

１

２

１

１

１

２

３
４

５

６

７

７

８

８

９

10

11

１
２

３

４ ５

６

１

写真掲載遺物　１



５号溝

１区５号溝出土遺物PL.98

１ ２

３

４ ５

６

９

８

７

10

11

12

1314



２区遺構外表採

１区遺構外

３区遺構外

表採　１区・２区・３区遺構外出土遺物 PL.99

１

３

２

２

３

４

５

６ ９

８

７

10 11 12

13

14 15

16

２

３ ４
５

６

９

８

７

10
11

12

13

14

15

16

17

18

19



28号住居 １号埋設土器

弥生時代遺構外

１号縄文土器包含層 縄文時代遺構外

弥生時代28号住居、１号埋設土器、遺構外　縄文時代１号縄文土器包含層、遺構外出土遺物１PL.100

１

１

１

２

２

３

３

３

４

４

４

５

５

６

６

６

９

９

９

８

８

８

７

７

７

10

10

10

11

12 13 14 写真掲載遺物　1511

１

２１

２



縄文時代遺構外

（写真掲載遺物）

縄文時代遺構外出土遺物２ PL.101

11

13 14 15 16

17

18

20

21

25

19

23

24

26

27
29

31 33

37

35

28

30

32 34

36

22



縄文時代遺構外出土遺物３PL.102

41

45

39

43

47

38

42

46

40

44
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調 査 原 因 調節池建設

種 別 集落／生産

主 な 時 代 弥生／古墳／古代／中世／近世

遺 跡 概 要

集落－弥生－竪穴住居１＋埋設土器１－弥生土器／古墳－竪穴住居４＋溝１－土師器
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要 約

本遺跡は、大間々扇状地藪塚面と八王子丘陵荒神山とに挟まれた谷底平野に位置し、
弥生時代～中世に至る集落と古代～中世の耕作痕群・畑、溝などの生産関連遺構が確
認された複合遺跡である。古代の竪穴住居は、８世紀後半から１０世紀後半まで間断な
く認められ、継続的に集落が形成されている。
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